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『
愚
秘
抄
』
諸
本
研
究
の
諸
問
題 

―
―

 

現
状
と
課
題
を
め
ぐ
っ
て ―

―
 

舘 

野 

文 

昭 

  

要 

旨 

 

「
鵜
鷺
系
歌
学
書
」
と
呼
ば
れ
る
歌
学
書
群
（
『
愚
見
抄
』『
三
五
記
』『
愚
秘
抄
』『
桐
火
桶
』
）
の
う
ち
、
最
も
要
検
討
課
題
の
残
る
書
が
『
愚

秘
抄
』
で
あ
る
。
そ
の
諸
本
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
い
ち
お
う
の
通
説
的
な
系
統
分
類
は
存
在
す
る
も
、
様
々
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。
本
稿
で

は
ま
ず
『
愚
秘
抄
』
諸
本
に
関
す
る
先
行
研
究
を
紹
介
し
、
ど
の
よ
う
な
問
題
点
を
孕
ん
で
い
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
愚
秘
抄
』
諸
本

研
究
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
系
統
分
類
は
、
十
分
な
検
証
を
経
ず
に
、
通
説
で
あ
る

か
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
後
求
め
ら
れ
る
作
業
と
し
て
は
、
改
め
て
諸
本
整
理
を

行
っ
て
、
従
来
の
説
の
妥
当
性
を
再
検
証
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

続
い
て
本
稿
で
は
そ
の
検
証
の
第
一
歩
と
し
て
、
未
検
証
の
ま
ま
現
在
の
『
愚
秘
抄
』
研
究
の
通
説
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、『
愚
見
抄
』
粉

本
説
と
一
巻
本
先
行
説
に
つ
い
て
、
具
体
的
本
文
に
即
し
て
再
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、『
愚
秘
抄
』
に
と
っ
て
『
愚
見
抄
』
は
「
粉
本
」
と

い
う
よ
り
「
重
要
な
参
考
資
料
の
一
つ
」
く
ら
い
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
示
し
得
た
。
ま
た
、
原
撰
一
巻
本
と
原
撰
二
巻
本
と
は
同
一
テ

ク
ス
ト
の
異
本
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
同
一
主
体
に
よ
っ
て
別
個
に
製
作
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
と
み
る
の
が
良
い
で
あ
ろ
う
と
想
定
す
る
に

至
っ
た
。 
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一
、
鵜
鷺
系
歌
学
書
の
研
究
状
況
と
『
愚
秘
抄
』 

  

鎌
倉
期
に
成
立
し
た
と
想
定
さ
れ
る
「
鵜
鷺
系
歌
学
書
」
（
「
鵜
鷺
系
歌
論
」
「
鵜
鷺
系
偽
書
」
と
も
）
と
呼
ば
れ
る
歌
学
書
群
が
あ
る
。

『
愚
見
抄
』『
愚
秘
抄
』『
三
五
記
』『
桐
火
桶
』
の
定
家
仮
託
四
書
が
そ
れ
で
、
互
い
に
密
接
に
関
わ
り
合
い
な
が
ら
作
成
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

 

（
1
）

定
家
真
作
の
歌
学
書
と
し
て
受
容
さ
れ
、
中
世
の
文
芸
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
り
、
偽
書
で
あ
り
な
が
ら
文
化
史

上
無
視
し
得
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
重
要
性
か
ら
か
、
研
究
の
蓄
積
も
厚
い
。
諸
書
の
真
偽
の
問
題
を
含
め
た
生
成
の
問
題
に
関
し
て
は
古
く
か
ら
諸
氏
に
よ
り
議
論

が
積
み
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
要
点
を
整
理
し
た
の
が
福
田
秀
一
氏
「
定
家
歌
論
書
の
真
偽
の
問
題
」（
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
、
一
九

七
二
）
で
あ
る
。
半
世
紀
ほ
ど
前
の
論
考
で
あ
る
が
、
当
時
の
「
鵜
鷺
系
歌
学
書
」
研
究
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
簡
要
に
ま
と
め
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
歌
学
書
群
に
つ
い
て
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
現
在
に
お
い
て
も
有
用
で
あ
る
。
同
論
か
ら
、
福
田
氏
論
文
段
階
で
、
真

偽
の
問
題
に
つ
い
て
は
「
偽
」
と
み
る
の
が
確
定
的
で
あ
る
一
方
、
諸
書
の
生
成
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
見
解
が
分
か
れ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

 

福
田
氏
論
文
以
後
も
こ
の
歌
学
書
群
に
関
す
る
研
究
は
進
展
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
最
も
重
要
な
展
開
と
し
て
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文

庫
蔵
本
が
紹
介
さ
れ
、
島
津
忠
夫
氏
の
解
題
が
付
さ
れ
て
影
印
が
刊
行
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。『
中
世
歌
学
集 

書
目

集
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
四
十
巻
、
一
九
九
五
）
が
こ
れ
で
あ
り
、
同
書
に
は
、『
愚
見
抄
』『
三
五
記
』『
桐
火
桶
』『
愚
秘
抄
』
の
影

印
・
解
題
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、『
愚
秘
抄
』
を
除
く
三
書
は
、
冷
泉
家
第
二
代
当
主
で
あ
る
為
秀
筆
本
そ
の
も
の
、
ま
た
は

そ
の
透
写
本
・
転
写
本
で
あ
る
こ
と
が
解
題
に
お
い
て
示
さ
れ
、
こ
の
三
書
を
為
秀
が
書
写
し
て
い
た
こ
と
が
確
定
的
に
な
っ
た
。 
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そ
の
後
、
同
書
に
お
い
て
解
題
を
執
筆
し
た
島
津
氏
は
、
冷
泉
家
本
の
出
現
を
承
け
て
「
鵜
鷺
系
歌
学
書
の
成
立
と
展
開
」『
島
津
忠
夫

著
作
集 

第
八
巻 

和
歌
史
』
（
二
〇
〇
五
、
初
出
は
一
九
九
七
年
角
川
書
店
刊
の
『
和
歌
文
学
史
の
研
究 

和
歌
編
』
）
を
発
表
し
、
こ

れ
が
「
鵜
鷺
系
歌
学
書
」
に
関
す
る
現
在
の
研
究
水
準
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
最
新
の
専
門
辞
典
で
あ
る
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』

（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
二
）
も
、
こ
の
島
津
氏
の
論
を
承
け
て
諸
書
の
項
目
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

右
に
述
べ
た
福
田
氏
論
文
と
島
津
氏
論
文
、『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
の
各
項
目
の
記
述
と
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
諸
書
の
生
成
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
よ
う
な
過
程
が
い
ち
お
う
の
通
説
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

・
歌
道
家
の
対
立
に
関
連
し
て
、
冷
泉
家
内
部
（
阿
仏
尼
・
為
相
あ
た
り
）
で
『
愚
見
抄
』
『
三
五
記
（
三
五
記 

上
）
』
『
桐
火
桶
』
が
創

ら
れ
た
。 

・
生
成
の
初
期
段
階
か
ら
為
実
（
二
条
家
庶
子
・
為
氏
男
。
関
東
に
あ
り
、
為
相
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
）
経
由
で
他
流
（
二
条
家
庶
流
・
為

実
流
）
に
伝
わ
り
、
内
容
の
改
変
な
ど
が
行
わ
れ
、
諸
本
が
成
立
。『
愚
秘
抄
』（
一
冊
本
）、『
三
五
記 

下
』
が
こ
こ
で
成
立
。『
愚
秘
抄
』

は
『
愚
見
抄
』、『
三
五
記
下
』
は
『
和
歌
密
書
』
を
粉
本
と
し
て
成
立
。 

 

こ
の
よ
う
に
、『
愚
見
抄
』『
三
五
記
』『
桐
火
桶
』
の
三
書
の
成
立
に
関
し
て
は
、
冷
泉
家
が
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
る
一
方
、
『
愚
秘
抄
』
の
生
成
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
「
二
条
家
庶
流
の
為
実
が
は
じ
め
か
ら
関
与
し
て
い
た
と
さ

れ
る
」
（
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
）
等
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
具
体
的
な
こ
と
は
ほ
ぼ
わ
か
っ
て
い
な
い
。
四
書
の
う
ち
、

最
も
課
題
の
多
い
書
が
『
愚
秘
抄
』
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
生
成
の
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
諸
問
題
は
、
諸
本
を
整
理
し
て
、
奥
書
や
形

態
、
そ
の
内
容
の
異
同
の
調
査
を
経
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。 

 

以
下
、
本
稿
で
は
『
愚
秘
抄
』
諸
本
研
究―

―

延
い
て
は
鵜
鷺
系
歌
学
書
全
体
の
研
究―

―

を
進
展
さ
せ
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
諸

本
を
め
ぐ
る
研
究
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。 
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猶
、
鵜
鷺
系
歌
学
書
四
書
の
う
ち
、『
愚
見
抄
』
と
『
桐
火
桶
』
は
伝
本
研
究
が
進
展
し
て
い
る
の
に
対
し
、

 

（
2
）

『
愚
秘
抄
』
と
『
三
五
記
』

の
両
書
の
伝
本
研
究
は
比
較
的
立
ち
後
れ
て
い
る
。『
三
五
記
』
に
つ
い
て
は
一
巻
本
（
原
型
）
と
二
巻
本
と
に
大
別
さ
れ
る
、
と
い
う
こ

と
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
猶
詳
細
な
伝
本
研
究
が
為
さ
れ
る
べ
き
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
愚
秘
抄
』
に
つ
い
て
は
、
本

稿
で
こ
れ
か
ら
述
べ
る
と
お
り
、
い
ち
お
う
通
説
的
な
系
統
分
類
は
存
在
す
る
が
、
や
は
り
後
述
す
る
よ
う
に
様
々
な
問
題
を
孕
ん
で
い

る
。
ま
た
、
「
鵜
本
末
」
と
称
さ
れ
る
『
愚
秘
抄
』
諸
本
は
、
「
鷺
本
末
」
と
称
さ
れ
る
『
三
五
記
』
諸
本
の
生
成
と
連
動
し
て
展
開
し
て

い
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
『
愚
秘
抄
』
諸
本
の
問
題
は
、
即
ち
『
三
五
記
』
諸
本
の
問
題
に
直
結
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

（
3
）

 

 

二
、『
愚
秘
抄
』
諸
本
の
分
類
【
１
】「
一
巻
本
／
二
巻
本
」
と
い
う
分
類
、
並
び
に
一
巻
本
先
行
説 

 

 

『
愚
秘
抄
』
は
、
「
諸
本
に
よ
っ
て
記
事
の
異
同
が
大
き
い
」
（
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
）
と
言
わ
れ
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
う
し
た
テ

キ
ス
ト
を
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
は
諸
本
を
調
査
し
、
系
統
分
類
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、

と
い
う
の
を
突
き
止
め
る
、
と
い
う
作
業
が
必
要
と
な
る
。
当
然
、『
愚
秘
抄
』
諸
本
に
つ
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
追
究
は
な
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
先
学
の
諸
本
を
め
ぐ
る
考
察
を
年
代
順
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。 

 

①
『
日
本
歌
学
大
系
第
四
巻
』「
愚
秘
抄
」
解
題
（
初
刊
、
文
明
社
、
一
九
四
二
） 

 

『
愚
秘
抄
』
諸
本
の
分
類
が
最
初
に
行
わ
れ
た
の
は
、
『
日
本
歌
学
大
系
第
四
巻
』
所
収
の
解
題
に
お
い
て
で
あ
る
。
同
解
題
は
、
『
愚

秘
抄
』
は
一
般
的
に
は
上
下
二
巻
（
本
末
）
に
分
か
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、「
上
下
に
分
れ
な
い
一
冊
本
」
も
あ

り
、「
内
容
も
著
し
い
相
違
が
あ
る
」
と
述
べ
る
。
流
布
本
で
あ
る
二
冊
本
（
群
書
類
従
本
や
板
本
）
と
対
校
出
来
る
よ
う
に
、
と
い
う
意
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図
で
「
本
大
系
に
は
一
冊
本
を
収
録
し
た
」
と
す
る
。
一
巻
本
（
一
冊
本
）
と
二
巻
本
（
二
冊
本
）
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う

に
述
べ
る
。 

本
書
は
異
本
の
甚
だ
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
大
別
す
れ
ば
一
巻
本
と
二
巻
本
と
に
な
り
、
一
巻
本
の
方
が
原
形
に
近
か
ら
う
と
思
ふ
。

而
し
て
二
巻
本
の
方
が
分
量
も
極
め
て
多
く
な
り
、
上
下
各
巻
の
終
の
あ
た
り
に
追
加
せ
ら
れ
た
条
が
特
に
多
い
。
二
巻
本
系
統
に

於
て
も
群
書
類
従
本
と
木
板
本
と
に
著
し
い
相
違
が
あ
り
、
又
諸
写
本
は
夫
々
甚
だ
し
い
相
違
が
あ
る
。 

 

こ
こ
に
お
い
て
、
諸
本
は
二
系
統
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
一
巻
本
（
歌
学
大
系
本
）
の
方
が
原
型
に
近
い
と
さ
れ
る
（
以
下
本
稿
で
は

こ
の
考
え
方
を
「
一
巻
本
先
行
説
」
と
呼
ぶ
）
。
た
だ
し
、
そ
の
具
体
的
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

猶
、
同
解
題
に
お
い
て
、
系
統
の
呼
称
に
つ
い
て
、
「
一
冊
本
／
二
冊
本
」
と
す
る
場
合
と
、
「
一
巻
本
／
二
巻
本
」
と
す
る
場
合
と
、

揺
れ
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
は
同
一
で
あ
る
。
二
巻
本
諸
本
を
見
る
に
、
内
容
は
上
下
に
分
か
れ
る
も
の
で
も
書
物
と

し
て
は
一
冊
の
形
式
を
と
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
原
則
と
し
て
「
一
巻
本
／
二
巻
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
い
。 

 

②
手
崎
政
男
氏
『
有
心
』（
八
雲
書
林
、
一
九
四
四
） 

 

手
崎
政
男
氏
『
有
心
』
（
八
雲
書
林
、
一
九
四
四
、
後
に
『
有
心
と
幽
玄
』
（
笠
間
書
院
、
一
九
八
五
）
に
採
録
）
は
、
執
筆
が
昭
和
一

五
（
一
九
四
〇
）
年
の
夏
で
あ
り
、
一
九
四
二
年
初
刊
の
『
日
本
歌
学
大
系
第
四
巻
』
を
参
照
出
来
て
お
ら
ず
、
群
書
類
従
本
と
版
本
の

み
を
資
料
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
前
節
で
掲
げ
た
福
田
氏
論
に
お
い
て
、
既
に
乗
り
越
え
ら
れ
た
論
と
し
て
扱
わ
れ
、
現
在
に
至
る
ま

で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
論
で
あ
る
。『
愚
秘
抄
』
諸
本
の
考
察
に
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
論
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
た
だ
し
、
こ
と
諸
本
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
些
か
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
簡
略
に
紹
介
し
て
お
く
。 

 

同
論
考
は
ま
ず
、
群
書
類
従
本
・
版
本
の
両
本
の
本
文
異
同
を
問
題
に
す
る
。
手
崎
氏
は
両
本
間
に
顕
著
な
異
同
が
見
ら
れ
る
箇
所
二
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〇
箇
所
を
挙
げ
、
そ
の
異
同
の
甚
だ
し
い
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、「
本
文
の
著
し
い
異
同
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
趣
旨
が
大
体
不
変

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
、「
す
な
わ
ち
、
こ
の
両
本
は
互
い
に
異
本
的
関
係
に
立
つ
の
で
は
な
く
し
て
、
原
本
的
関
係
に
あ
る
も

の
だ
と
い
う
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
同
一
の
主
体―

―

全
く
の
同
一
人
か
ど
う
か
は
問
題
と
し
て
も―

―

に
よ
っ
て
作
り
か
え
ら
れ
た
も

の
だ
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
」
と
結
論
付
け
る
。 

 

そ
し
て
、『
愚
見
抄
』
と
類
従
本
『
愚
秘
抄
』
と
を
比
較
し
、『
愚
見
抄
』
が
『
愚
秘
抄
』
の
粉
本
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
説
く
（
以

下
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
『
愚
見
抄
』
粉
本
説
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
）
。
こ
の
『
愚
見
抄
』
粉
本
説
は
論
者
も
多
く
、

 

（
4
）

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に

現
在
で
も
通
説
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
手
崎
氏
は
、
『
愚
見
抄
』
を
二
二
項
目
に
分
け
、
そ
の
内
十
七
項
目
に
お
い
て
『
愚
秘
抄
』

に
対
応
本
文
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
共
通
点
の
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
版
本
と
類
従
本
の
異
同
箇
所
が
、『
愚

見
抄
』
と
『
愚
秘
抄
』
の
非
共
通
部
分
に
多
い
こ
と
か
ら
、『
愚
見
抄
』
粉
本
説
を
想
定
す
る
。
つ
ま
り
、
同
一
主
体
が
『
愚
見
抄
』
を
基

盤
と
し
て
、
版
本
本
文
・
類
従
本
本
文
を
作
り
出
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
図
式
化
す
れ
ば
以
下
の
通
り
。 

版
本
（
二
巻
本
） 

↑

（
増
補
改
編
。
類
従
本
と
同
一
主
体
の
所
為
） 

『
愚
見
抄
』 

 
 
 
↓

（
増
補
改
編
。
版
本
と
同
一
主
体
の
所
為
） 

類
従
本
（
二
巻
本
） 

 

手
崎
氏
論
は
『
愚
見
抄
』
全
体
を
『
愚
秘
抄
』
と
比
較
し
て
お
り
、
後
に
同
様
な
手
続
き
か
ら
『
愚
見
抄
』
粉
本
説
を
主
張
す
る
田
中

裕
氏
の
論
（
④
に
お
い
て
説
明
す
る
）
よ
り
も
説
得
力
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
改
め
て
引
用
さ
れ
た
『
愚
見

抄
』
と
『
愚
秘
抄
』
本
文
と
を
み
て
み
る
と
、
明
白
な
本
文
の
借
用
関
係
に
あ
る
と
断
じ
て
良
さ
そ
う
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
可
能
性
が
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高
そ
う
な
も
の
は
、
二
二
項
目
中
六
項
目
程
度
で
あ
り
、

 

（
5
）

残
り
は
趣
旨
が
同
じ
、
共
通
す
る
語
彙
が
含
ま
れ
る
、
と
い
っ
た
程
度
で
あ
る
。

『
愚
見
抄
』
の
影
響
は
認
め
て
良
さ
そ
う
で
は
あ
る
が
、「
粉
本
」
と
い
う
程
の
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
（
こ
の
問
題
は
第
四
・
五

節
で
考
察
す
る
）
。
ま
た
、
利
用
さ
れ
て
い
る
の
が
い
ず
れ
も
二
巻
本
に
属
す
る
類
従
本
と
版
本
で
あ
る
た
め
、
①
『
日
本
歌
学
大
系
』「
解

題
」
に
お
い
て
示
さ
れ
た
一
巻
本
先
行
説
の
妥
当
性
を
考
え
る
手
掛
か
り
と
は
な
り
得
て
い
な
い
。 

 

③
八
島
長
寿
氏
「
鵜
鷺
の
書
形
成
考
」（『
横
浜
国
立
大
学
学
芸
学
部
』、
一
九
六
五
） 

 

①
『
日
本
歌
学
大
系
』「
解
題
」
で
提
示
さ
れ
た
一
巻
本
先
行
説
を
、
根
拠
を
も
っ
て
説
い
た
の
が
、
八
島
長
寿
氏
「
鵜
鷺
の
書
形
成
考
」

（
『
横
浜
国
立
大
学
学
芸
学
部
』
、
一
九
六
五
）
と
田
中
裕
氏
「
定
家
仮
託
書
（
下
）―

鵜
本
末
の
原
型―

」
（
『
中
世
文
学
論
研
究
』
塙
書

房
、
一
九
六
九
）
で
あ
る
。
と
も
に
『
日
本
歌
学
大
系
』「
解
題
」
で
の
二
系
統
分
類
の
継
承
的
発
展
と
い
う
べ
き
論
考
で
あ
る
。
こ
の
両

論
に
つ
い
て
、
③
④
で
紹
介
し
た
い
。
猶
、
両
氏
論
中
に
は
「
一
冊
本
／
二
冊
本
」
の
呼
称
が
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
両
氏
論
考
を
引
用

す
る
場
合
に
限
っ
て
、
こ
の
呼
称
を
使
用
す
る
。 

 

ま
ず
は
八
島
氏
の
論
か
ら
み
て
ゆ
き
た
い
。 

 

二
巻
本
の
中
で
も
群
書
類
従
と
版
本
と
の
間
に
異
同
の
多
い
こ
と
は
『
日
本
歌
学
大
系
』「
解
題
」
で
も
示
さ
れ
て
い
た
通
り
で
あ
る
が
、

八
島
氏
は
所
謂
三
箇
秘
伝
の
一
で
あ
る
「
を
が
た
ま
の
木
」
の
箇
所
に
つ
い
て
、
一
巻
本
・
版
本
（
二
巻
本
）
・
群
書
類
従
本
（
二
巻
本
）

の
三
者
本
文
を
比
較
し
て
、
一
巻
本→

版
本
（
二
巻
本
）→

群
書
類
従
本
（
二
巻
本
）
と
い
う
順
序
で
成
立
し
た
と
主
張
す
る
。 

 

ま
た
八
島
氏
は
、
『
愚
見
抄
』
と
『
愚
秘
抄
』
の
関
係
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
『
愚
秘
抄
』
が
『
愚
見
抄
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る

も
の
と
す
る
考
え
方
は
八
島
氏
論
以
前
か
ら
存
在
し
た
が
、
一
巻
本
よ
り
も
版
本
（
二
巻
本
）
の
方
が
『
愚
見
抄
』
か
ら
の
「
借
用
の
量

が
遥
か
に
多
く
な
っ
て
い
る
」
こ
と
に
着
目
し
、
一
巻
本
を
増
補
す
る
際
に
『
愚
見
抄
』
が
利
用
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
一
巻
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本
で
も
『
愚
見
抄
』
の
影
響
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
程
度
は
小
さ
く
、
僅
か
に
資
料
と
し
て
用
い
て
い
る
の
み
で
あ
る
と
す
る
。『
愚
見
抄
』

粉
本
説
と
は
異
な
る
立
場
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
他
、
版
本
か
ら
群
書
類
従
本
へ
の
増
補
に
当
た
っ
て
は
、
版
本
だ
け
で
は
な
く
、
一
巻
本
も
併
用
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。 

 

図
式
化
す
る
と
次
の
通
り
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
僅
か
に
影
響
） 

『
愚
見
抄
』 

→
 

一
巻
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
↓

（
増
補
改
編
）←

『
愚
見
抄
』
を
利
用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

版
本
（
二
巻
本
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
↓

（
増
補
改
編
）←

一
巻
本
も
利
用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

群
書
類
従
本
（
二
巻
本
） 

 

た
だ
し
、
こ
の
八
島
氏
論
に
よ
り
一
巻
本
先
行
説
が
実
証
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
八
島
氏
が
各
系
統
の
成
立
順
序
の
考
察
の
資
料
と
し

て
利
用
し
た
「
を
が
た
ま
の
木
」
の
箇
所
の
本
文
に
つ
い
て
、
い
ま
改
め
て
一
巻
本
・
版
本
・
類
従
本
系
統
の
三
者
の
本
文
を
掲
げ
て
み

た
い
（
群
書
類
従
本
に
関
し
て
は
同
系
統
の
古
写
本
で
あ
る
冷
泉
家
本
の
影
印
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
使
用
）
。 

（
一
巻
本
）
「
当
家
の
相
伝
に
は
交
野
の
御
狩
に
鳥
を
つ
け
て
奉
る
鳥
柴
と
申
す
木
を
を
が
た
ま
の
木
と
い
ふ
也
」 

（
版
本
）「
当
家
の
口
伝
に
、
を
が
た
ま
の
木
と
申
は
、
か
た
野
の
御
狩
り
の
と
き
鳥
を
付
て
た
て
ま
つ
る
鳥
柴
と
い
ふ
木
な
り
。
い

つ
の
と
し
や
ら
ん
丹
後
の
国
へ
下
向
し
侍
し
と
き
、
あ
る
山
路
を
す
ぐ
る
と
て
見
し
か
ば
、
紅
葉
の
こ
と
に
色
め
き
て
侍
し
を
、
草

か
り
て
立
り
し
老
翁
に
、「
あ
の
も
み
ぢ
は
何
の
木
ぞ
」
と
と
ひ
し
か
ば
，
老
翁
こ
た
え
て
い
は
く
「
あ
れ
は
を
が
た
ま
の
木
と
申
也
」

と
こ
た
え
し
か
ば
、
や
が
て
手
折
よ
せ
て
見
る
に
、
交
野
の
鳥
柴
な
り
き
。
本
よ
り
の
口
伝
に
あ
ひ
侍
り
し
か
ば
、
そ
れ
よ
り
こ
と
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に
此
義
を
重
じ
て
侍
り
」 

（
冷
泉
家
本
＝
類
従
本
系
統
）
「
当
家
の
口
伝
、
お
か
玉
の
木
と
申
は
、
片
野
の
御
狩
の
時
鳥
つ
け
て
た
て
ま
つ
る
鳥
柴
と
申
木
也
。

此
事
、
亡
父
卿
も
つ
た
へ
ず
、
我
と
感
得
し
て
侍
儀
な
り
。
い
つ
の
年
や
ら
ん
丹
後
国
へ
下
向
し
侍
し
時
、
あ
る
山
路
を
過
る
と
て

見
し
か
くば

イ

黄
葉
の
こ
と
に
色
め
き
て
侍
し
を
、
草
か
り
た
ち
た
り
し
を
万
尭

（
マ
マ
）

に
「
彼
紅
葉
は
は
匂何

イ

の
木
と
い
ふ
ぞ
」
と
心問

侍
し
か
ば
、

老
翁
こ
た
へ
て
い
は
く
、「
あ
れ
は
お
か
玉
の
木
と
申
也
」
と
こ
た
へ
し
か
ば
、
や
が
て
手
折
よ
せ
て
見
る
に
、
片
野
の
鳥
柴
に
て
侍

り
き
。
も
と
よ
り
の
口
伝
な
ら
ね
ど
、
金
吾
の
説
に
ふ
る
き
詞
の
か
や
う
に
難
儀
有
て
一
偏
に
い
ひ
さ
だ
め
ぬ
事
を
ば
、
田
夫
に
あ

ひ
て
あ
き
ら
め
よ
と
侍
き
。
さ
る
あ
い
だ
此
儀
を
家
の
説
に
さ
だ
め
侍
ぬ
」 

こ
の
三
者
比
較
か
ら
八
島
氏
は
、
一
巻
本
は
「
相
伝
の
説
を
記
し
た
だ
け
」
、
版
本
は
「
そ
の
口
伝
を
自
分
の
体
験
に
訴
え
て
確
認
」
し

た
も
の
、
類
従
本
は
「
自
分
の
体
験
に
更
に
金
吾
基
俊
の
説
を
結
び
つ
け
た
上
で
、
自
ら
家
説
を
創
建
し
た
と
い
う
風
に
ま
で
変
形
し
て

い
る
」
と
し
、「
版
本
は
一
冊
本
の
記
述
を
素
直
に
受
け
止
め
て
、
こ
れ
に
体
験
の
記
述
を
附
加
し
た
形
で
、
恐
ら
く
一
冊
本
に
基
い
て
書

か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
類
従
本
は
板
本
の
説
を
取
り
込
ん
で
は
い
る
が
、
従
来
相
伝
の
説
と
し
て
扱
っ
て
来
て
い
る
も
の
を
自
説

の
如
く
改
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
板
本
を
改
竄
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
三
系
統
の
成
立
順
序
を
こ
れ
以
外
に
変
え
て
考

え
て
見
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る
。 

 

確
か
に
こ
の
見
解
に
は
一
定
の
蓋
然
性
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
以
外
の
想
定
が
不
可
能
な
訳
で
は
な
い
。
類
従
本
系
統
本

文
は
「
鳥
柴
」
説
を
重
代
相
伝
の
説
で
は
な
く
定
家
が
定
め
た
説
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、
定
家
以
降
の
家
説
と
す
る
よ
り
も
俊
成
以
前

か
ら
代
々
継
承
さ
れ
て
い
る
御
子
左
家
相
伝
の
説
で
あ
る
と
し
た
方
が
、
説
の
権
威
性
が
高
ま
る
と
考
え
た
結
果
、
類
従
本
系
統
の
本
文

が
版
本
系
の
本
文
に
改
め
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
版
本
系
の
本
文
の
エ
ッ
セ
ン
ス
だ
け
を
抽
出
し
て
、
一
巻
本
の

本
文
が
成
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
部
分
の
比
較
の
み
を
以
て
、
こ
の
三
者
の
先
後
関
係
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
各
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系
統
の
関
係
や
『
愚
見
抄
』
と
の
影
響
関
係
等
は
、
や
は
り
他
の
部
分
も
み
た
上
で
、
全
体
的
に
判
定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

 
④
田
中
裕
氏
「
定
家
仮
託
書
（
下
）―

鵜
本
末
の
原
型―

」（『
中
世
文
学
論
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
六
九
、
初
出
一
九
六
七
） 

 

続
い
て
、
田
中
裕
氏
の
論
に
つ
い
て
見
た
い
。 

 

田
中
氏
は
、
ま
ず
『
愚
秘
抄
』
が
先
行
す
る
『
愚
見
抄
』
を
粉
本
と
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
と
捉
え
る
（
『
愚
見
抄
』
粉
本
説
）
。
先

述
の
通
り
こ
の
『
愚
見
抄
』
粉
本
説
は
田
中
氏
独
自
の
主
張
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
一
巻
本
系
統
に
つ
い
て
「
こ
の
系
統
が
最
も
原
型

に
近
く
略
本
と
は
思
は
れ
な
い
こ
と
の
考
証
は
別
に
期
す
る
こ
と
と
し
」
と
し
た
上
で
、
「
一
冊
本
を
手
掛
か
り
と
し
て
そ
の
原
型
を
う

か
ゞ
ひ
た
い
」
と
し
て
、
一
巻
本
『
愚
秘
抄
』
本
文
と
『
愚
見
抄
』
本
文
と
を
比
較
検
討
し
、『
愚
見
抄
』
を
『
愚
秘
抄
』
の
原
型
と
認
定

し
て
い
る
。 

 

田
中
氏
論
は
本
文
上
の
類
似
か
ら
『
愚
見
抄
』
粉
本
説
を
導
い
て
い
る
。
ま
ず
同
論
が
巻
末
部
の
類
似
と
し
て
挙
げ
る
本
文
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。 

愚
秘
抄
「
こ
の
条
々
大
切
の
事
ど
も
な
り
。
家
の
骨
目
と
て
亡
父
卿
庭
訓
の
侍
り
し
に
こ
そ
。
仍
不
可
有
他
見
物
也
。
あ
な
か
し
こ

〳
〵
。
」 

愚
見
抄
「
こ
れ
何
と
な
き
や
う
な
れ
ど
も
、
道
の
骨
目
な
る
べ
し
。
人
の
目
た
つ
る
ま
で
の
こ
と
は
あ
ら
じ
な
れ
ど
も
、
家
の
明
規

と
あ
ふ
ぎ
て

家
（
函
）

を
出
す
べ
か
ら
ず
。
あ
な
か
し
こ
〳
〵
。
」 

ま
た
、
そ
の
他
の
箇
所
の
部
分
の
類
似
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
。
該
当
箇
所
全
文
を
引
用
す
る
。 

愚
見
抄
の
冒
頭
は
「
歌
は
い
か
に
と
あ
る
べ
き
も
の
ぞ
と
尋
ね
侍
り
し
か
ば
、
た
ゞ
心
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に
叶
は
む
と
す
べ
し
と
宣
ひ

し
は
」
と
い
ふ
亡
父
卿
の
言
葉
で
は
じ
ま
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
文
形
こ
そ
異
れ
、
愚
秘
抄
が
前
記
貫
之
の
言
葉
で
は
じ
め
た
の
と
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比
較
さ
れ
る
し
（
※
引
用
者
注
。
一
巻
本
愚
秘
抄
の
巻
頭
は
「
そ
れ
大
和
歌
は
人
の
心
を
種
と
す
と
貫
之
が
書
き
侍
る
も
、
ま
こ
と

な
る
か
な
や…

」
と
し
て
始
ま
る
）
、
自
悟
自
証
を
説
く
そ
の
趣
旨
に
お
い
て
も
類
似
す
る
の
で
あ
る
。
愚
秘
抄
の
方
は
こ
の
後
「
そ

も
そ
も
歌
の
体
一
境
に
限
ら
ず
し
て
、
そ
の
姿
さ
ま
ざ
ま
に
相
分
れ
た
り
。
さ
れ
ば
、
人
の
も
と
づ
き
好
む
す
ぢ
ぞ
個
々
に
し
て
さ

ら
に
一
な
ら
ず
」
と
起
し
て
十
体
論
に
移
つ
て
ゆ
く
が
、
愚
見
抄
の
方
も
「
凡
そ
歌
の
さ
ま
一
方
な
ら
ず
。
さ
る
か
ら
初
心
の
時
む

ね
と
（
詠
む
べ
き
姿
を
）
思
ひ
分
ち
侍
る
が
ゆ
ゆ
し
き
重
事
に
て
侍
る
な
り
」（
竜
谷
大
学
本
の
欠
脱
を
和
歌
八
部
書
本
で
補
ふ
）
と

起
し
て
、
間
に
詞
論
を
挿
ん
で
は
ゐ
る
が
十
体
論
に
進
ん
で
ゆ
く
点
、
論
旨
の
構
成
・
叙
述
の
順
序
、
文
章
と
も
に
類
似
す
る
。
同

様
な
類
似
は
漢
詩
の
説
、
実
朝
評
、
清
輔
・
亡
父
卿
な
ど
（
愚
秘
抄
前
半
部
分
）
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
勘
合
す
る
と

前
掲
愚
秘
抄
の
巻
末
部
と
愚
見
抄
の
そ
れ
と
の
類
似
（
特
に
「
骨
目
」
）
も
単
な
る
空
似
と
し
て
あ
つ
か
ふ
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ら

う
。 

 

以
上
の
よ
う
に
述
べ
た
後
、
愚
見
抄
が
古
く
よ
り
定
家
歌
学
書
と
し
て
重
い
扱
い
の
さ
れ
る
権
威
あ
る
歌
学
書
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
説
明
し
、「
こ
の
や
う
に
愚
秘
抄
と
愚
見
抄
と
の
間
に
本
文
の
構
成
・
内
容
・
文
章
に
つ
い
て
直
接
の
影
響
や
借
用
が
認
め
ら
れ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
一
冊
本
愚
秘
抄
の
現
形
は
そ
の
首
尾
を
併
せ
て
、
お
ほ
よ
そ
愚
秘
抄
の
原
型
つ
ま
り
鵜
末
の
形
態
を
伝
へ
る
も
の
と

み
て
差
支
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
説
く
。
そ
し
て
「
巻
末
部
を
は
じ
め
」
と
す
る
「
幾
つ
か
の
箇
所
に
つ
い
て
愚
見
抄
と
の
類

似
が
目
に
つ
く
」
と
述
べ
ら
れ
る
。 

 

田
中
氏
論
に
お
い
て
、
右
の
引
用
部
の
ほ
か
に
は
、『
愚
秘
抄
』
と
『
愚
見
抄
』
と
の
関
係
及
び
一
巻
本
と
二
巻
本
の
先
後
関
係
に
つ
い

て
の
考
証
ら
し
き
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
田
中
氏
は
、『
愚
見
抄
』
を
も
と
に
『
愚
秘
抄
』
が
製
作
さ
れ
、
か
つ
一

巻
本
の
方
が
原
型
で
あ
り
二
巻
本
に
先
行
す
る
も
の
と
認
定
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

た
だ
し
、
こ
れ
で
『
愚
秘
抄
』
諸
本
の
問
題
が
決
着
し
た
と
は
田
中
氏
も
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
補
注
に
お
い
て
次
の
よ
う
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な
見
解
も
述
べ
て
い
る
。 

た
ゞ
一
冊
本
愚
秘
抄
が
直
接
板
本
、
類
従
本
に
展
開
し
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
り
、
む
し
ろ
一
つ
の
原
型
か
ら
派
生
し
た
三
系
統

に
属
す
る
の
で
は
な
い
か
と
臆
測
す
る
（
細
部
に
お
け
る
三
者
間
の
影
響
関
係
は
否
定
で
き
な
い
が
）
。
詳
し
く
は
さ
ら
に
考
へ
て
み

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
一
冊
本
が
原
型
に
最
も
近
い
状
態
を
保
持
し
、
他
が
原
型
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
展
開
、
増
補
さ
れ
た
形

を
示
す
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
（
田
中
氏
著
書
四
八
六
頁
） 

 

こ
の
よ
う
に
問
題
は
残
る
も
の
の
、
一
巻
本
が
二
巻
本
に
先
行
す
る
と
い
う
こ
と
を
確
定
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
は
明
ら
か

で
あ
る
。 

 

図
式
化
す
る
と
左
の
通
り
。 

『
愚
見
抄
』
（
『
愚
秘
抄
』
の
原
型
） 

↓

（
核
と
し
て
製
作
） 

 
 
 
 

 
 

一
巻
本
（
歌
学
大
系
本
） 

↓

（
増
補
） 

 
 
 
 

 

二
巻
本
（
版
本
・
群
書
類
従
本
） 

 

そ
の
後
の
『
愚
秘
抄
』
諸
本
研
究
は
、
こ
の
田
中
氏
の
論
考
の
影
響
下
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
（
現
在
の
通
説
は
こ
の
田
中
氏
論
（
『
愚

見
抄
』
粉
本
説
＋
一
巻
本
先
行
説
）
を
継
承
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
）
。 

 

と
こ
ろ
が
、
実
は
田
中
氏
の
考
察
は
、
一
巻
本
先
行
説
は
立
証
す
る
に
は
以
下
の
二
点
に
お
い
て
十
分
で
は
な
い
。 

 

ま
ず
、
田
中
氏
の
一
巻
本
先
行
説
は
『
愚
見
抄
』
粉
本
説
を
前
提
と
す
る
が
、
そ
の
検
討
は
も
っ
と
丁
寧
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
両
者
の
本
文
に
、
全
く
の
同
文
と
い
う
箇
所
が
多
く
存
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
直
接
的
影
響
関
係
の
可
能
性
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を
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
田
中
氏
論
に
挙
げ
ら
れ
た
本
文
の
類
似
箇
所
は
、
明
ら
か
に
別
文
で
あ
る
。
単
に
、
権
威

あ
る
先
行
歌
人
の
発
言
の
引
用
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
構
成
や
、「
骨
目
」
と
い
う
同
一
の
語
彙
が
使
わ
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
程
度

で
あ
り
、
長
文
に
亘
っ
て
同
文
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
直
接
的
影
響
関
係
に
あ
る
と
断
言
す
る
の

は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
を
言
う
た
め
に
は
、
さ
ら
に
具
体
的
な
本
文
の
比
較
検
討
を
必
要
と
す
る
。 

 

田
中
氏
論
以
前
に
『
愚
見
抄
』
粉
本
説
を
具
体
的
論
拠
を
も
っ
て
主
張
し
た
論
と
し
て
、
②
に
紹
介
し
た
手
崎
政
男
氏
『
有
心
』
が
あ

る
。
同
論
は
先
述
の
通
り
田
中
氏
よ
り
も
具
体
的
な
本
文
の
比
較
検
討
か
ら
『
愚
見
抄
』
粉
本
説
を
打
ち
出
し
て
お
り
注
意
さ
れ
る
も
の

の
、『
愚
見
抄
』
粉
本
説
が
立
証
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
田
中
氏
以
後
で
は
佐
野
典
子
氏
「
愚
見
抄
・

愚
秘
抄
・
三
五
記
の
交
渉
と
自
立―

歌
体
論
の
異
同
を
中
心
と
し
て―

」（
『
国
文
目
白
』
18
、
一
九
七
九
）
が
『
愚
見
抄
』
粉
本
説
を
歌

体
論
部
分
（
主
と
し
て
共
通
歌
に
着
目
）
か
ら
説
明
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
考
察
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
本
文
が
限
定
的
で
あ
り
、「
粉
本
」

と
言
え
る
ほ
ど
の
影
響
関
係
に
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。 

 

も
う
一
点
、
本
文
比
較
に
使
用
さ
れ
る
の
が
一
巻
本
の
み
で
あ
る
と
い
う
点
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。
仮
に
『
愚
見
抄
』
を
直
接
的
に
参

照
し
て
『
愚
秘
抄
』
が
な
っ
た
と
い
う
前
提
を
認
め
る
に
せ
よ
、
一
巻
本
と
二
巻
本
と
の
先
後
関
係
は
、『
愚
見
抄
』・
一
巻
本
『
愚
秘
抄
』
・

二
巻
本
『
愚
秘
抄
』
の
三
者
の
本
文
を
比
較
し
な
け
れ
ば
確
定
的
に
述
べ
る
こ
と
は
不
可
能
な
筈
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
田
中
氏
論

で
は
『
愚
見
抄
』
と
一
巻
本
『
愚
秘
抄
』
と
の
本
文
比
較
の
み
か
ら
結
論
を
出
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
検
証
不
十
分
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
活
字
に
な
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
検
証
済
み
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
学
術
的
に
一
巻
本
先
行
説
の
妥
当
性
を
立
証
す
る
た

め
に
は
、
や
は
り
論
文
上
で
検
証
さ
れ
る
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
一
巻
本
先
行
説
は
問
題
を
孕
む
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
点
は
そ
の
後
の
研
究
に
お
い
て
十

分
に
検
証
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。 
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そ
の
一
方
で
、
一
巻
本
先
行
説
は
、
後
述
す
る
三
輪
正
胤
氏
の
四
分
類
に
も
継
承
さ
れ
お
り
、
ま
た
比
較
的
近
年
の
論
考
で
も
、
酒
井

茂
幸
氏
「
『
愚
見
抄
』
伝
本
考
」
（
『
禁
裏
本
と
和
歌
御
会
』
、
新
典
社
、
二
〇
一
四
、
初
出
は
二
〇
〇
二
）
な
ど
、
一
巻
本
を
増
補
し
て
二

巻
本
が
成
っ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
論
が
あ
り
、
い
ち
お
う
の
通
説
的
地
位
を
得
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
の

記
述
等
を
み
る
に
、『
愚
見
抄
』
粉
本
説
も
通
説
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
両
説
に
関
し
て
、
十
分
な
検
証
が
な
い
ま
ま
発
展
的

に
継
承
さ
れ
、
通
説
的
に
扱
わ
れ
い
る
現
状
は
や
は
り
問
題
で
あ
ろ
う
。
今
後
『
愚
秘
抄
』
諸
本
の
問
題
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、『
愚
見

抄
』
・
一
巻
本
・
二
巻
本
の
三
者
の
比
較
か
ら
、
『
愚
見
抄
』
粉
本
説
と
一
巻
本
先
行
説
が
ど
こ
ま
で
の
妥
当
性
を
持
つ
も
の
な
の
か
と
い

う
こ
と
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

三
、『
愚
秘
抄
』
諸
本
の
分
類
【
２
】
現
在
通
説
的
地
位
に
あ
る
四
分
類
に
つ
い
て 

  

「
一
巻
本
／
二
巻
本
」
の
二
分
類
以
以
後
の
『
愚
秘
抄
』
諸
本
の
系
統
分
類
と
し
て
、
三
輪
正
胤
氏
に
よ
る
四
分
類
が
挙
げ
ら
れ
る
。

同
氏
は
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
）
に
お
い
て
「
愚
秘
抄
」
項
を
担
当
し
た
同
氏
は
、
【
諸
本
】
に
つ
い
て
の

解
説
と
し
て
の
よ
う
な
分
類
を
提
示
し
て
い
る
。 

四
種
に
大
別
さ
れ
る
。
第
一
は
、『
愚
見
抄
』
を
核
に
し
て
、
こ
れ
に
新
見
・
反
論
等
を
加
え
一
巻
本
の
形
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
静

嘉
堂
文
庫
本
他
が
あ
る
。
第
二
は
、
こ
の
一
巻
本
を
改
変
し
て
、
こ
れ
を
上
巻
と
し
、
下
巻
に
歌
人
伝
説
・
古
今
三
箇
秘
伝
等
を
説

く
二
巻
本
形
式
の
も
の
で
、
東
北
大
学
本
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
二
巻
本
の
下
巻
の
あ
と
に
「
私
此
奥
口
伝
所
々
抄
出
」
と
題
し
て
、

勅
撰
撰
集
の
故
実
や
和
歌
会
席
の
作
法
等
を
記
す
も
の
が
第
三
で
、
高
野
山
大
学
本
他
や
版
本
が
そ
れ
で
あ
る
。
第
四
は
、
こ
の
第

三
の
も
の
を
更
に
全
般
に
わ
た
っ
て
改
変
し
た
も
の
で
、
伝
本
と
し
て
は
最
も
多
く
存
し
、
群
書
類
従
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
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れ
ら
伝
本
は
第
一
の
も
の
か
ら
順
次
第
四
の
も
の
へ
と
改
変
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
く
、『
三
五
記
』
と
複
雑
に
か
ら
み
合
っ
て
成

立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
一
読
し
て
わ
か
る
と
お
り
、
前
節
で
述
べ
た
二
分
類
を
否
定
す
る
も
の
で
は
無
く
、
継
承
・
発
展
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
傍
線
部

の
よ
う
な
留
保
を
述
べ
つ
つ
も
、
一
巻
本
を
原
型
に
近
い
も
の
と
捉
え
、
ま
た
『
愚
見
抄
』
粉
本
説
も
継
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

こ
の
四
分
類
は
、
鵜
鷺
系
歌
学
書
の
現
在
の
研
究
水
準
を
示
す
島
津
忠
夫
氏
「
鵜
鷺
系
歌
学
書
の
成
立
と
展
開
」（
前
掲
）
に
お
い
て
も
、

次
の
よ
う
に
整
理
し
た
上
で
分
類
基
準
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。 

第
一
類
（
一
巻
本
） 

 
 

静
嘉
堂
文
庫
本 

第
二
類
（
二
巻
本
。
上
巻
は
一
巻
本
を
改
変
。
下
巻
は
歌
人
伝
説
・
古
今
三
箇
秘
伝
） 

 
 

東
北
大
学
本 

第
三
類
（
二
巻
本
。
下
巻
の
あ
と
に
「
私
此
奥
口
伝
所
々
抄
出
」
と
題
し
て
、
勅
撰
集
の
故
実
や
和
歌
会
席
の
作
法
等
を
記
す
も
の
） 

 
 

高
野
山
大
学
本
・
江
戸
時
代
初
期
版
本 

第
四
類
（
二
巻
本
。
更
に
全
般
に
わ
た
っ
て
改
変
し
た
も
の
） 

 
 

群
書
類
従
本 

 

一
巻
本
を
第
一
類
と
し
、
二
巻
本
系
統
を
さ
ら
に
三
類
に
分
け
て
第
二
～
四
類
と
し
た
形
で
あ
る
。
こ
の
島
津
氏
論
に
加
え
、『
和
歌
文

学
大
辞
典
』
の
「
愚
秘
抄
」
項
、
ま
た
最
近
発
表
さ
れ
た
長
谷
川
千
尋
氏
「
下
冷
泉
持
為
『
古
今
和
歌
集
抄
」
と
冷
泉
家
の
歌
学
」
（
『
国

語
国
文
』
88-

２
、
二
〇
一
九
年
二
月
）
も
こ
の
分
類
を
『
愚
秘
抄
』
の
伝
本
分
類
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
現
在
の
研
究
水
準
に
お
い
て
、

こ
の
三
輪
氏
分
類
が
『
愚
秘
抄
』
諸
本
の
系
統
分
類
と
し
て
定
説
的
位
置
に
あ
る
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。 
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
三
輪
氏
の
分
類
も
様
々
な
未
解
決
の
問
題
を
含
む
も
の
で
あ
る
。 

 
そ
も
そ
も
こ
の
分
類
は
前
節
で
紹
介
し
た
一
巻
先
行
説
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
巻
本
先
行
説
は
先
述
の
通
り
未
解
決
の
問
題

が
あ
り
、
確
定
的
と
は
言
え
な
い
説
で
あ
る
。
も
し
こ
の
説
が
崩
れ
る
と
な
れ
ば
、
こ
の
四
分
類
も
再
検
討
の
必
要
が
生
じ
る
。 

 

そ
し
て
、
何
故
こ
の
よ
う
な
分
類
に
な
る
の
か
、
と
い
う
具
体
的
な
根
拠
を
記
し
た
論
文
が
未
発
表
で
あ
り
、
こ
の
分
類
の
妥
当
性
に

つ
い
て
追
試
を
行
う
こ
と
が
現
在
の
と
こ
ろ
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
点
も
問
題
で
あ
る
。
現
在
、
こ
の
分
類
を
提
唱
し
た
三
輪
氏
の
手
に

な
る
『
愚
秘
抄
』
四
分
類
に
関
す
る
文
章
は
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』「
愚
秘
抄
」
の
み
で
あ
る
。
恐
ら
く
三
輪
氏
は
現
在
に
お
い
て
最

も
『
愚
秘
抄
』
諸
本
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
研
究
者
で
あ
り
、
資
料
博
捜
と
諸
本
の
構
成
や
本
文
内
容
の
比
較
を
行
っ
た
結
果
と
し

て
前
述
の
四
分
類
を
導
き
出
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
右
の
分
類
は
一
定
の
信
頼
性
は
担
保
さ
れ
て
は
い
る
。
け
れ
ど
も
、
あ
る
説
が

通
説
化
す
る
た
め
に
は
、
結
論
だ
け
で
は
な
く
そ
の
結
論
に
至
る
過
程
に
つ
い
て
、
一
定
の
紙
幅
を
割
き
具
体
的
に
本
文
な
ど
も
引
用
し

て
論
じ
ら
れ
た
上
で
、
他
の
研
究
者
の
追
試
に
よ
り
そ
の
妥
当
性
が
追
認
さ
れ
る
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
あ
る
。
三
輪
氏
四
分
類

説
が
無
批
判
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
定
説
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
は
何
よ
り
の
問
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

 

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
が
ど
の
よ
う
な
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
具
体
的
な
説
明
が
無
い
た
め
利
用
し
づ
ら
い
、
と
い
う

問
題
も
あ
る
。
『
愚
秘
抄
』
の
よ
う
な
伝
本
に
よ
っ
て
内
容
の
出
入
り
が
大
き
い
書
目
の
諸
本
分
類
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
「
ど

の
よ
う
な
時
に
ど
の
本
を
利
用
し
た
ら
良
い
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
た
め
の
手
助
け
と
な
る
よ
う
な
、
各
類
の
生
成
・
享
受
・
伝
来

の
場
の
解
明
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
専
論
が
発
表
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
お
い
て
は
、
こ
の
分
類
を
十
分
に
有
効
活

用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。 

 

と
こ
ろ
で
、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
の
刊
行
以
後
、
三
輪
氏
は
「
『
愚
秘
抄
』
の
形
」（
『
歌
学
秘
伝
史
の
研
究
』
、
風
間
書
房
、
二
〇

一
七
、
初
出
は
一
九
九
五
）
と
い
う
『
愚
秘
抄
』
を
主
題
と
し
て
取
り
扱
っ
た
論
考
を
公
表
し
て
い
る
。
同
論
は
東
北
大
学
図
書
館
本
を
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中
心
的
に
取
り
上
げ
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、「
一 

東
北
大
学
図
書
館
本
（
秋
田
三
春
家
旧
蔵
）『
愚
秘
抄
』
と
諸
本
と
の
関
係
」（
『
歌

学
秘
伝
史
の
研
究
』
三
六
～
四
一
頁
）
と
題
す
る
節
を
設
け
、『
愚
秘
抄
』
諸
本
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
節
で
取
り
上
げ

た
四
分
類
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
る
と
こ
ろ
が
無
い
の
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
記
述
さ
れ
る
主
な
内
容
は
、『
愚
秘
抄
』
諸
本
の
中
に
、
奥
書
か
ら
「
正
和
三
年
本
系
統
」
と
呼
び
得
る
一
群
が
あ
り
、
東
北
大

学
図
書
館
本
が
そ
こ
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
正
和
三
年
本
系
統
」
は
「
歌
学
大
系
本
の
内
容
に
類
似
し
て
」
お
り
、
「
大
筋
で

は
、
版
本
系
の
文
意
を
持
」
つ
と
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
系
統
は
二
類
に
分
け
ら
れ
、
各
類
の
伝
本
と
し
て 

 
 

第
一
類…

東
北
大
学
図
書
館
本
、
彰
考
館
文
庫
本
、
広
島
市
立
浅
野
図
書
館
本
、
内
閣
文
庫
本 

 
 

第
二
類…

高
野
山
大
学
図
書
館
本 

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
蓬
左
文
庫
蔵
『
鵜
本 

鷺
末
』
も
正
和
三
年
本
系
統
で
あ
る
と
も
い
う
。 

 

こ
こ
で
記
述
さ
れ
る
の
は
諸
本
全
体
の
分
類
で
は
な
く
、「
正
和
三
年
本
系
統
」
と
い
う
一
群
に
つ
い
て
の
論
述
で
は
あ
る
も
の
の
、「
形

態
の
面
か
ら
言
え
ば
、
版
本
系
は
、
正
和
三
年
以
降
の
一
つ
の
形
を
、
群
書
類
従
本
系
は
、
そ
れ
以
前
の
一
つ
の
形
を
伝
え
て
い
る
こ
と

に
な
る
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
版
本
系
・
群
書
類
従
本
系
は
正
和
三
年
本
系
統
と
は
別
系
統
で
あ
る
と

い
う
認
識
が
見
て
取
れ
る
訳
で
あ
る
が
、
高
野
山
大
学
本
と
版
本
と
を
と
も
に
第
三
類
に
分
類
す
る
三
輪
氏
四
分
類
と
は
ど
う
対
応
す
る

か
、
明
確
で
な
い
。 

 

三
輪
正
胤
氏
は
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』「
愚
秘
抄
」
項
目
執
筆
後
も
『
愚
秘
抄
』
諸
本
の
調
査
研
究
を
進
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
三
輪
氏
が
辞
典
項
目
執
筆
後
に
発
表
し
た
論
文
に
お
い
て
、
三
輪
氏
四
分
類
と
や
や
異
な
る
『
愚
秘
抄
』
諸
本
論
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
を
勘
案
せ
ず
に
三
輪
氏
四
分
類
を
通
説
的
系
統
分
類
と
し
て
利
用
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
性
は
、『
愚

秘
抄
』
諸
本
を
考
え
る
上
で
注
意
し
て
お
き
た
い
。 
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四
、『
愚
見
抄
』
粉
本
説
と
一
巻
本
先
行
説
の
再
検
討
【
１
】
歌
体
論
の
本
文
比
較
か
ら 

  

こ
こ
ま
で
『
愚
秘
抄
』
諸
本
研
究
の
現
状
と
問
題
点
を
概
観
し
て
き
た
。
結
論
と
し
て
は
、
第
二
節
で
み
た
一
巻
本
先
行
説
に
せ
よ
、

第
三
節
で
み
た
四
分
類
説
に
せ
よ
、
十
分
な
検
証
を
経
ず
し
て
通
説
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
現
状
は
問
題
で
あ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
今
後
求
め
ら
れ
る
作
業
と
し
て
は
、
改
め
て
諸
本
整
理
を
行
っ
て
、
従
来
の
説
（
「
一
巻
本
／
二
巻
本
」
と
い
う
分
類
基
準
・

一
巻
本
先
行
説
・
三
輪
氏
四
分
類
説
・『
愚
見
抄
』
粉
本
説
）
の
妥
当
性
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

 

（
6
）

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
問

題
の
多
い
研
究
現
状
が
も
た
ら
さ
れ
る
原
因
は
、『
愚
秘
抄
』
諸
本
の
様
態
が
複
雑
で
混
迷
を
極
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し

た
中
、
い
き
な
り
諸
本
の
全
様
態
の
解
明
を
目
指
す
と
い
う
の
は
困
難
で
あ
る
。
ま
ず
は
限
定
的
で
は
あ
っ
て
も
、
検
討
可
能
な
問
題
を

検
討
し
、
そ
の
蓄
積
に
よ
り
全
体
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
よ
り
外
は
無
い
と
思
わ
れ
る
。

 

（
7
）

 

 

本
稿
で
、
差
し
当
た
っ
て
検
討
し
た
い
の
は
、
田
中
裕
氏
以
降
の
通
説
と
な
っ
て
い
る
『
愚
見
抄
』
粉
本
説
と
一
巻
本
先
行
説
で
あ
る
。

現
在
の
通
説
は
田
中
裕
氏
の
説
く
両
説
を
基
準
に
し
て
発
展
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
基
準
点
の
確
か
さ
の
検
証
が
不
十
分
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。

 

（
8
）

そ
こ
で
本
節
と
次
節
に
お
い
て
、『
愚
見
抄
』
、
一
巻
本
『
愚
秘
抄
』
、
二
巻
本
『
愚

秘
抄
』
の
三
者
の
本
文
比
較
か
ら
、
こ
の
両
説
が
ど
こ
ま
で
確
定
的
で
あ
る
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。 

 

第
二
節
で
み
た
よ
う
に
、
田
中
裕
氏
が
引
い
た
『
愚
見
抄
』
本
文
と
『
愚
秘
抄
』
本
文
と
は
、
あ
く
ま
で
「
類
似
」
に
留
ま
り
、
直
接

的
本
文
的
影
響
関
係
を
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
田
中
氏
は
、
巻
末
部
と
巻
首
部
分
の
本
文
を
挙
げ
て
類
似
を
指
摘
し
て
い
る

が
、
そ
の
他
に
は
、
①
十
体
論
、
②
漢
詩
の
説
、
③
実
朝
評
、
④
清
輔
・
亡
父
卿
と
い
っ
た
箇
所
に
、
類
似
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の

箇
所
の
「
類
似
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
レ
ヴ
ェ
ル
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
改
め
て
確
認
し
て
み
た
い
。 
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先
ず
見
て
み
た
い
の
が
、
①
十
体
論
で
あ
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
所
謂
定
家
十
体
を
軸
と
す
る
歌
体
に
つ
い
て
の
解
説
が
為
さ
れ
て
い

る
部
分
で
あ
り
、
十
体
の
他
の
歌
体
に
関
す
る
記
述
も
見
え
る
の
で
「
歌
体
論
」
と
呼
ぶ
べ
き
箇
所
で
あ
る
。『
日
本
歌
学
大
系
』
の
頁
数

で
示
せ
ば
、
『
愚
見
抄
』
三
五
五
頁
一
〇
行
目
～
三
五
七
頁
一
一
行
目
ま
で
、
『
愚
秘
抄
』
二
九
一
頁
八
行
目
～
二
九
四
頁
五
行
目
ま
で
と

な
り
、
『
愚
見
抄
』
と
『
愚
秘
抄
』
と
の
類
似
部
分
の
う
ち
、
最
も
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
る
の
が
こ
の
歌
体
論
で
あ
る
。 

 

『
愚
見
抄
』
の
本
文
を
先
ず
示
し
、
一
巻
本
及
び
二
巻
本
『
愚
秘
抄
』
本
文
と
の
「
類
似
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
具
体
的
に

本
文
に
即
し
て
確
認
・
検
討
し
た
い
。 

 

猶
、『
愚
見
抄
』
は
影
印
の
備
わ
る
古
写
善
本
で
あ
る
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
に
拠
り
、
一
巻
本
『
愚
秘
抄
』
は
日
本
歌
学
大
系
本
を
用

い
る
。
二
巻
本
『
愚
秘
抄
』
は
諸
本
に
よ
り
か
な
り
の
異
同
が
あ
る
こ
と
は
前
節
ま
で
に
確
認
し
た
先
行
研
究
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、

特
定
の
一
本
に
代
表
さ
せ
る
の
は
些
か
危
険
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
二
巻
本
間
の
異
同
に
つ
い
て
は
ま
た
今
後
調
査
が
進
ん
だ
後
に
改
め

て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
一
先
ず
暫
定
的
に
、
伝
本
が
比
較
的
多
い
第
四
類
に
属
し
、
影
印
が
刊
行
さ
れ
利
用
も
し
や
す
く
、
か
つ
古

写
善
本
と
思
し
き
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
（
群
書
類
従
は
ほ
ぼ
同
じ
）
を
二
巻
本
の
本
文
と
し
て
利
用
す
る
。 

 

①
Ⅰ
冒
頭
部 

『
愚
見
抄
』
の
歌
体
論
冒
頭
部
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。 

抑
哥
の
す
が
た
に
あ
ま
た
の
風
姿
あ
り
。
十
体
と
て
ふ
る
く
も
家
々
に
た
て
を
き
て
侍
る
に
や
。
又
、
詩
十
体
と
て
も
侍
り
。
詩
哥

の
十
体
と
も
に
相
違
な
き
に
や
。
三
五
記
に
く
は
し
く
わ
か
ち
あ
て
ゝ
侍
り
。
十
体
と
申
は
、
幽
玄
体
・
長
高
体
・
有
心
体
・
事
可

然
体
・
麗
体
・
濃
体
・
有
一
節
体
・
面
白
体
・
見
様
体
・
拉
鬼
体
、
こ
れ
也
。
よ
ろ
し
く
こ
れ
は
ふ
る
く
し
を
き
て
侍
れ
ば
、
見
知

せ
よ
。
此
外
の
体
は
又
、
可
存
知
事
あ
ま
た
侍
り
。
い
は
ゆ
る
写
古
体
・
景
曲
体
・
哀
体
・
存
直
体
・
行
雲
廻
雪
体
・
理
世
撫
民
体
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と
申
事
あ
り
。 

ま
ず
、
い
わ
ゆ
る
定
家
十
体
の
名
称
を
列
挙
し
、「
此
外
の
体
」
と
い
う
こ
と
で
、
写
古
体
・
景
曲
体
・
哀
体
・
存
直
体
・
行
雲
廻
雪
体
・

理
世
撫
民
体
を
挙
げ
て
い
る
。

 

（
9
）

『
愚
秘
抄
』
に
も
歌
体
の
名
称
を
列
挙
し
た
箇
所
は
存
す
る
。 

 
 

（
一
巻
本
） 

先
十
体
と
て
古
く
も
あ
ま
た
選
び
お
け
り
。
此
十
体
を
本
実

と
し
て
、
猶
風
体
あ
ひ
ま
じ
は
る
べ
し
。
所
謂
、 

 
 

遠
白
体 

秀
逸
体 
物
哀
体 

強
力
体 

存
直
体

一
興
体 

抜
群
体 
花
麗
体 

行
雲
体 

廻
雪
体

理
世
体 

撫
民
体 

至
極
体 
松
体 

竹
体 

高
山

体 

澄
海
体 

不
明
体 

か
く
の
如
く
の
姿
十
八
あ
る
べ
し
。
い
か
な
ら
む
歌
は
こ
れ

〳
〵
と
定
め
申
さ
ん
事
は
、
ゆ
ゝ
し
き
重
事
な
る
べ
し
。
さ

れ
ば
故
人
も
分
明
に
名
を
付
け
定
む
る
事
難
し
と
思
へ
り
。

愚
老
も
僅
に
さ
や
ら
ん
と
ば
か
り
覚
え
な
が
ら
、
確
か
に
そ

れ
と
は
申
し
が
た
く
こ
そ
侍
れ
。
但
此
十
八
体
を
先
の
十
体

に
よ
せ
て
心
得
べ
き
に
や
。
も
し
あ
ふ
や
ら
む
。 

 
 

幽
玄
体
〈
行
雲
体 

廻
雪
体
〉 

長
高
体
〈
高
山
体 

（
二
巻
本
） 

先
十
体
と
て
ふ
る
く
も
さ
だ
め
置
て
侍
り
。
彼
十
体
を
本
基

と
し
て
、
猶
風
体
あ
ま
た
ま
じ
は
る
べ
き
に
や
。
い
は
ゆ
る

十
八
体
な
り
。
そ
の
体
と
い
ふ
は
、 

遠
白 

秀
逸 

物
哀 

強
力 

存
直 

一
興 

抜
群

ハ
ツ
ク
ン

花
麗 

行
雲 

廻
雪 

理
世 

撫ブ

民ミ
ン 

至
極 

松
体

竹
体 

高
山 

澄
海 

不
明 

こ
れ
ら
の
姿
な
る
べ
し
。
い
か
な
る
哥
こ
そ
、
是
〳
〵
と
定

申
さ
む
こ
と
は
、
ゆ
ゝ
し
き
重
事
に
て
侍
り
。
さ
れ
ば
古
人

も
分
明
に
名
を
つ
く
る
事
を
ば
か
た
し
と
の
み
思
け
る
に

や
。
其
と
ぢ
め
と
書
さ
だ
め
た
る
ふ
し
も
残
り
侍
ら
ず
。
愚

老
も
わ
づ
か
に
さ
や
ら
ん
と
ば
か
り
は
た
ど
り
え
侍
と
も
、

又
た
し
か
に
そ
れ
〳
〵
と
申
さ
む
と
し
侍
れ
ば
、
迷
惑
し

て
、
筆
の
み
さ
し
を
か
れ
侍
り
。
た
ゞ
し
、
此
十
八
体
を
も
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一
巻
本
・
二
巻
本
と
も
に
、『
愚
秘
抄
』
は
、
十
八
体
と
い
う
十
体
と
は
別
の
歌
体
を
列
挙
し
て
、
さ
ら
に
、
十
体
と
の
対
応
関
係
を
示
す
。

ま
ず
、
歌
体
名
の
列
挙
か
ら
始
め
る
、
と
い
う
点
、『
愚
見
抄
』
と
「
類
似
」
し
て
い
る
と
言
え
る
。
但
し
、
本
文
的
に
は
全
く
の
別
文
で

あ
る
。『
愚
見
抄
』
に
も
、
存
直
体
と
麗
体
、
行
雲
・
廻
雪
体
と
幽
玄
体
、
物
哀
体
及
び
理
世
・
撫
民
体
と
有
心
体
と
の
対
応
関
係
は
指
摘

さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
右
に
引
用
し
た
『
愚
秘
抄
』
当
該
部
の
記
述
内
容
が
、『
愚
見
抄
』
の
直
接
的
影
響
下
に
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ

る
。
一
見
し
て
分
か
る
通
り
、『
愚
見
抄
』
で
言
及
さ
れ
る
歌
体
は
、『
愚
秘
抄
』
の
い
う
十
八
体
と
必
ず
し
も
対
応
し
て
い
な
い
。
一
方
、

遠
白
体
〉 

有
心
体
〈
物
哀
体 

不
明
体 

理
世
体

撫
民
体
〉 

麗
体
〈
存
直
体 

花
麗
体
〉 

事
可
然
体

〈
秀
逸
体 

抜
群
体
〉 

面
白
体
〈
一
興
体
〉 

鬼
拉

体
〈
強
力
体
〉 

至
極
体 
松
体 

竹
体 

澄
海
体 

此
四
は
よ
せ
が
た
し
。

相
伝
云
、
此
四
を
ば
十
体
に
皆
わ
た
し
て
可
心
得
也
云
々
。

十
体
に
み
な
わ
た
る
と
い
ふ
は
、
例
へ
ば
何
れ
の
姿
を
も
一

首
に
さ
し
は
さ
め
る
様
に
見
え
ん
歌
な
る
べ
し
。 

と
の
十
体
に
よ
せ
あ
は
せ
て
位
品
を
た
て
侍
る
べ
し
。
若
あ

ふ
べ
き
や
ら
ん
。 

幽
玄
〈
行
雲 

廻
雪
〉 

長
高
〈
高
山 

遠
白
〉 

有
心

〈
物
哀 

不
明 

理
世 

撫
民
〉 

麗
〈
存
直 

花
麗
〉

事
可
然
〈
秀
逸 

抜
群
〉 

面
白
〈
一
興
〉 

拉
鬼
〈
強

力
〉 

 

至
極
〈
一
体
〉 

松
体 

竹
体 

澄
海
体 

此
四
は
更
に
よ
せ
が
た
く
こ
そ
。
相
伝
云
、
此
四
体
を
ば
十

体
に
皆
わ
た
し
て
意
得
べ
き
也
云
々
。
十
体
に
皆
わ
た
し
て

と
云
は
、
い
づ
れ
の
体
と
も
一
体
を
得
ざ
ら
ん
哥
の
、
し
か

も
よ
ろ
づ
の
姿
を
存
ぜ
ら
ん
を
、
此
四
体
の
哥
と
は
申
べ
き

に
や
。 
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他
の
鵜
鷺
系
歌
学
書
に
も
目
を
向
け
て
み
る
と
、『
三
五
記 

上
』
は
『
愚
秘
抄
』
の
十
八
体
す
べ
て
を
十
体
の
下
位
分
類
と
し
て
掲
げ
て

い
る
。『
愚
秘
抄
』
が
十
体
に
「
よ
せ
が
た
」
い
と
す
る
四
体
も
『
三
五
記 

上
』
で
は
十
体
に
寄
せ
て
い
る
と
い
う
異
同
は
あ
る
も
の
の
、

『
愚
見
抄
』
よ
り
も
『
愚
秘
抄
』
に
近
い
。
本
稿
の
冒
頭
で
確
認
し
た
と
お
り
、『
三
五
記 

上
』
は
冷
泉
家
内
部
製
作
さ
れ
た
も
の
と
見

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
愚
秘
抄
』
は
冷
泉
家
で
製
作
さ
れ
た
諸
書
の
影
響
下
に
家
外
（
為
実
周
辺
）
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
も
の
と
み

ら
れ
る
。『
三
五
記 

上
』
と
『
愚
秘
抄
』
の
先
後
関
係
は
慎
重
を
期
す
必
要
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
前
者
が
後
者
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
る

な
ら
ば
、
後
者
の
引
用
部
の
記
述
は
、
前
者
の
直
接
的
影
響
下
に
あ
る
も
の
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
即
ち
、『
愚
秘
抄
』
引
用
部
分
は
『
愚

見
抄
』
よ
り
も
『
三
五
記 
上
』
の
影
響
が
強
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
こ
こ
か
ら
は
『
愚
見
抄
』
粉
本

説
は
導
く
こ
と
は
出
来
な
い
。 

 
 
 
 

 
 

 
 

＊ 

 

さ
て
、『
愚
見
抄
』
は
、
前
引
の
部
分
に
続
け
て
、
写
古
体
、
存
直
体
、
行
雲
廻
雪
体
、
景
曲
体
、
理
世
撫
民
体
、
物
哀
体
に
関
す
る
具

体
的
記
述
が
続
く
。
以
下
も
同
様
に
『
愚
見
抄
』
の
本
文
を
基
準
に
、
一
巻
本
『
愚
秘
抄
』
、
二
巻
本
『
愚
秘
抄
』
の
対
応
関
連
箇
所
を
併

せ
て
掲
げ
、
そ
の
比
較
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
か
を
考
え
て
見
た
い
。 
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①
Ⅱ
写
古
体 

 
 

（
一
巻
本
） 

写
古
体
と
い
ふ
は
存
直
の
歌
の
中
に
、
詞
づ
か
ひ
古
め
き
は

て
ゝ
、
近
来
の
人
の
よ
め
る
よ
と
も
見
え
ぬ
歌
の
様
に
よ
め
ら

ん
に
、
心
た
し
か
に
、
し
か
も
あ
は
れ
ふ
か
く
そ
へ
ら
ん
た
ぐ

ひ
を
申
す
べ
き
に
や
。
所
詮
古
体
と
い
は
る
ゝ
姿
に
て
侍
る
べ

し
。 

身
に
寒
く
秋
の
さ
夜
風
吹
く
な
べ
に
ふ
り
に
し
人
の
夢

に
見
え
つ
ゝ 

此
歌
に
よ
み
に
せ
た
ら
む
や
写
古
体
に
か
な
ひ
侍
ら
ん
。
此
歌

は
人
丸
の
歌
の
中
に
随
分
殊
勝
の
事
と
な
ん
亡
父
卿
も
申
し

お
き
侍
り
し
歌
な
り
。
又 

こ
め
や
と
は
思
ひ
な
が
ら
も
日
ぐ
ら
し
の
な
く
夕
暮
は

た
ち
ま
た
れ
つ
ゝ 

是
ぞ
歌
の
本
に
成
り
ぬ
べ
き
た
ぐ
ひ
と
わ
づ
か
に
お
ぼ
え
侍

る
。 

（
愚
見
抄
） 

 
 

身
に
さ
む
く
秋
の
さ
よ
か
ぜ
吹
な
へ
に
ふ
り
に
し
人
の
ゆ
め
に
み
え
つ
ゝ 

こ
れ
ぞ
写
古
体
と
申
ぬ
べ
き
物
さ
び
し
く
心
う
る
は
し
き
哥
ざ
ま
也
。
亡
父
の
こ
と
に
う
ち
や
ま
れ
し
哥
也
。 

（
二
巻
本
） 

写
古
体
は
、
存
直
の
哥
の
中
に
、
詞
づ
か
ひ
ふ
る
め
き
は
て
ゝ
、

近
来
の
哥
と
も
更
に
見
え
ぬ
が
、
心
た
し
か
に
さ
る
か
ら
物
の

哀
う
か
ひ
そ
へ
た
る
た
ぐ
ひ
を
申
べ
し
。
詮
ず
る
所
、
古
風
を

い
ふ
べ
き
姿
に
て
侍
に
や
。
此
体
よ
ま
る
べ
き
な
り
。
ふ
る
め

か
し
き
哥
は
い
か
に
も
見
さ
め
せ
で
よ
ろ
し
き
物
な
り
。 

身
に
さ
む
く
秋
の
さ
よ
風
吹
な
へ
に
ふ
り
に
し
ま
ゝ
の

夢
に
見
え
つ
ゝ 

是
体
に
よ
み
に
せ
た
ら
ん
哥
ぞ
、
写
古
と
は
申
ぬ
べ
き
。
此
哥

は
、
人
丸
の
哥
の
中
に
随
分
殊
勝
の
事
と
、
亡
父
卿
申
さ
れ
侍

し
に
こ
そ
。 

こ
め
や
と
は
お
も
ふ
も
の
か
ら
日
ぐ
ら
し
の
鳴
夕
暮
は

た
ち
ま
た
れ
つ
ゝ 

是
も
、
哥
の
本
に
成
ぬ
べ
き
類
と
お
ぼ
え
侍
る
と
お
し
へ
を
か

れ
き
。 
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こ
の
箇
所
に
関
し
て
は
、「
身
に
さ
む
く
」
歌
を
亡
父
が
高
く
評
価
し
て
い
た
と
い
う
内
容
的
共
通
項
が
あ
り
、
こ
の
点
に
影
響
関
係
は

認
め
て
良
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
『
愚
見
抄
』
が
当
該
歌
を
写
古
体
の
「
歌
ざ
ま
」
を
示
す
歌
と
す
る
の
に
対
し
、
『
愚
秘
抄
』
で
は
当
該

歌
は
「
古
体
」
の
歌
で
あ
り
、
こ
の
体
に
似
せ
て
詠
む
の
が
写
古
体
で
あ
る
と
す
る
。
説
明
方
法
の
違
い
が
見
ら
れ
、『
愚
見
抄
』
の
直
接

的
影
響
か
ど
う
か
は
判
断
で
き
な
い
。
こ
の
箇
所
の
比
較
か
ら
言
え
る
の
は
、
「
『
愚
見
抄
』
と
『
愚
秘
抄
』
と
は
無
関
係
で
は
な
さ
そ
う

だ
」
と
い
っ
た
程
度
で
あ
ろ
う
。 

 

①
Ⅲ
存
直
体 

（
愚
見
抄
） 

存
直
体
と
申
は
、
た
ゞ
十
体
の
中
の
麗
体
に
て
侍
べ
き
に
や
。
さ
れ
ど
も
い
さ
ゝ
か
意
得
わ
く
べ
し
。
麗
体
な
が
ら
も
平
懐
に
て
け

は
べ
る
方
な
く
、
あ
り
の
ま
ゝ
な
ら
ん
哥
を
存
直
体
と
は
申
べ
し
。 

 

こ
の
箇
所
に
関
し
て
は
、『
愚
秘
抄
』
は
、
存
直
体
を
十
八
体
の
一
体
と
し
て
麗
体
と
の
対
応
は
示
す
も
、
一
巻
本
・
二
巻
本
と
も
、
対

応
す
る
記
述
は
見
え
な
い
。
こ
こ
か
ら
は
『
愚
見
抄
』
の
『
愚
秘
抄
』
へ
の
直
接
的
影
響
を
判
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。 
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①
Ⅳ
行
雲
廻
雪
体 

 
 

（
一
巻
本
） 

所
謂
十
体
を
惣
称
と
し
て
、
い
ま
各
よ
す
る
体
は

別
号
と
す
べ
し
。
行
雲
・
廻
雪
と
い
ふ
は
、
幽
玄

本
意
也
。
行
雲
、
廻
雪
は
好
妓
の
名
也
。
是
や
さ

し
く
類
な
き
女
の
姿
を
見
る
様
な
ら
ん
歌
は
幽

玄
体
な
る
べ
し
。 

（
愚
見
抄
） 

行
雲
廻
雪
と
申
は
、
幽
玄
の
哥
に
と
り
て
の
姿
な
り
。
幽
玄
の
哥
の
中
に
わ
き
て
行
雲
廻
雪
と
い
は
る
ゝ
す
が
た
侍
り
。
心
幽
玄
・

詞
幽
玄
と
て
両
種
有
べ
し
。
今
の
体
は
詞
幽
玄
に
て
侍
べ
き
に
や
。
文
選
高
唐
賦
云
、
昔
王
遊
高
唐
怠
而
、
昼
寝
夢
見
一
婦
人
。

婦
曰
、
妾
巫
山
之
女
也
。
為
高
唐
賦
之
客
、
旦
為
朝
雲
、
夕
為
行
雨
。
朝
々
暮
々
、
陽
台
之
下
、
旦
朝
視
之
如
言
。
故
為
立
廟
、

号
曰
朝
雲
。
同
洛
神
賦
曰
、
河
洛
之
神
、
名
曰
宓
妃
。
髣
髴
兮
若
軽
雲
之
蔽
月
、
飄
颻
兮
若
流
風
之
廻
雪
。
肩
如
削
成
、
腰
如
約

素
。
是
神
女
也
。
こ
の
景
粧
を
心
に
か
ね
た
ら
ん
哥
を
申
べ
き
に
や
。 

（
二
巻
本
） 

幽
玄
体
の
哥
と
て
あ
つ
め
た
る
中
に
行
雲
廻
雪
の
姿
あ
る
べ
し
。
幽
玄

は
惣
名
な
り
。
行
雲
廻
雪
は
別
号
な
る
べ
し
。
い
は
ゆ
る
行
雲
廻
雪
は
、

艶
女
の
譬
名

タ
ト
ヘ
ノ

也
。
其
に
取
て
も
や
さ
し
く
け
だ
か
く
し
て
薄
雲
の
月
を

帯
た
ら
ん
心
ち
せ
ん
哥
を
行
雲
と
申
べ
し
。
又
、
や
さ
し
く
気
色
ば
み

て
、
た
ゞ
な
ら
ぬ
、
し
か
も
こ
ま
や
か
に
て
飛
雪
の
い
た
く
つ
よ
か
ら

ぬ
風
に
ま
よ
ひ
ち
る
心
地
せ
ん
哥
を
、
廻
雪
と
は
申
侍
べ
き
。
文
選
高

唐
賦
云
、
晋
先
王
遊
高
唐
怠
而
、
昼
寝
夢
見
一
婦
人
。
曰
、
妾
巫
山
之

女
也
。
為
高
唐
之
客
、
旦
為
朝
雲
、
暮
為
行
雨
、
朝
々
暮
々
、
陽
臺
之

下
、
旦
朝
観
之
如
其
言
。
故
為
立
廟
、
号
曰
朝
雲
。
同
洛
神
賦
曰
、
河

洛
之
神
、
名
曰
宓
妃
、
髣
髴
兮
若
軽
雲
之
蔽
月
、
飄
颻
兮
若
流
風
之
廻

雪
。
肩
如
削
成
、
腰
如
絢
索
云
々
、
是
神
女
也
。
此
幽
玄
一
体
を
申
侍

に
て
、
餘
の
体
を
も
是
に
な
ず
ら
へ
て
心
得
べ
き
に
や
。…

（
後
略
）
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こ
の
箇
所
に
関
し
て
は
、「
行
雲
廻
雪
」
が
幽
玄
体
に
属
す
る
歌
体
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
名
称
の
由
来
を
語
る
な
ど
、
内
容
的

な
類
似
が
見
ら
れ
る
。
加
え
て
、『
愚
見
抄
』
と
二
巻
本
『
愚
秘
抄
』
は
、
と
も
に
典
拠
と
な
る
『
文
選
』
本
文
を
引
用
し
て
お
り
（
傍
線

部
）
、
本
文
の
借
用
・
被
借
用
の
関
係
が
疑
わ
れ
る
。
一
巻
本
は
傍
線
部
が
こ
れ
に
相
当
す
る
が
、
典
拠
の
引
用
を
省
略
し
、
一
言
で
要
約

し
た
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。 

 

一
見
し
て
、
本
文
的
に
は
一
巻
本
よ
り
も
二
巻
本
の
方
が
『
愚
見
抄
』
に
近
い
。
も
し
『
愚
秘
抄
』
が
『
愚
見
抄
』
を
粉
本
と
し
て
成
っ

た
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
一
巻
本
先
行
説
に
は
疑
問
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

猶
、
『
三
五
記 

上
』
の
幽
玄
体
の
記
述
に
も
、
『
愚
秘
抄
』
本
文
に
重
な
る
記
述
が
あ
る
。 

行
雲
廻
雪
の
両
姿
と
申
す
も
、
た
ゞ
幽
玄
の
う
ち
の
余
情
な
り
。
但
、
心
あ
る
べ
き
に
や
。
幽
玄
は
惣
称
、
行
雲
廻
雪
は
別
名
な
る

べ
し
。
所
詮
幽
玄
と
い
は
る
ゝ
哥
の
中
に
、
猶
勝
れ
て
、
薄
雲
の
月
を
お
ほ
ひ
た
る
よ
そ
ほ
ひ
、
飛
雪
の
風
に
た
ゞ
よ
ふ
け
し
き
の

心
ち
し
て
、
心
詞
の
外
に
お
も
か
げ
う
か
び
そ
へ
ら
む
歌
を
、
行
雲
・
廻
雪
の
体
と
申
す
と
ぞ
亡
父
卿
申
さ
れ
し
。 

こ
の
波
線
部
の
本
文
と
所
引
の
二
巻
本
の
波
線
部
本
文
と
の
類
似
は
明
ら
か
で
有
り
、
当
該
部
の
二
巻
本
本
文
の
形
成
に
『
三
五
記 

上
』

が
無
関
係
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
一
方
『
三
五
記 
上
』
に
は
傍
線
部
に
相
当
す
る
記
述
は
無
く
、『
愚
見
抄
』
の
影
響
も
否
定
は
出
来

な
い
。
つ
ま
り
二
巻
本
本
文
は
『
愚
見
抄
』
『
三
五
記 

上
』
両
者
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。 
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①
Ⅴ
景
曲
体 

            

こ
の
箇
所
は
、
景
曲
体
と
い
う
歌
体
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。『
愚
秘
抄
』
は
十
体
の
一
で
あ
る
「
見
様
体
」
を
起
点
に
解
説
を
し
て
お

り
（
と
は
言
え
一
巻
本
と
二
巻
本
と
で
本
文
異
同
が
著
し
い
が
）
、
『
愚
見
抄
』
と
は
説
明
の
仕
方
に
相
違
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
両
者
間
の

影
響
関
係
を
議
論
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。 

  
 

（
一
巻
本
） 

但
、
景
曲
体
・
写
古
体
等
、
猶
可
存
事
と
て
か
き
と
め
ら
れ
侍

り
し
。
景
曲
を
ば
見
様
体
に
の
ぞ
め
、
写
古
を
ば
存
直
体
に
よ

せ
ら
れ
侍
り
し
也
。
或
人
云
、
景
曲
を
ば
面
白
体
に
属
す
べ
き

也
と
申
し
き
。
す
こ
し
故
な
き
に
し
も
あ
ら
ざ
る
か
。
そ
れ
に

と
り
て
も
心
あ
る
べ
し
。
見
様
体
と
面
白
体
と
多
分
同
様
な
る

べ
し
。
さ
れ
ば
お
も
て
は
見
様
を
先
と
し
て
、
底
に
面
白
体
を

兼
ね
た
ら
ん
歌
を
景
曲
と
は
申
す
べ
き
に
こ
そ
。 

（
愚
見
抄
） 

景
曲
体
と
申
は
、
四
時
に
つ
け
て
い
づ
れ
ま
で
も
、
其
時
興
を
よ
み
う
か
べ
た
ら
ん
哥
ぞ
、
景
曲
体
に
は
か
な
ふ
べ
き
。 

（
二
巻
本
） 

但
、
景
曲
体
・
写
古
体
を
猶
存
ず
べ
き
体
と
て
申
を
か
れ
し
。「
景

曲
体
を
ば
見
様
体
に
准
じ
て
心
え
、
写
古
体
を
存
直
体
に
よ
せ

て
心
得
侍
る
べ
し
」
と
な
り
。
そ
れ
に
と
り
て
も
、
景
曲
体
は

見
様
体
の
哥
の
し
か
も
面
白
く
興
は
あ
る
姿
を
底
に
結
構
し
た

ら
ん
姿
に
て
侍
べ
き
に
や
。 
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①
Ⅵ
理
世
撫
民
体 

              

こ
の
箇
所
は
、
①
歌
体
論
の
中
で
も
、
明
確
に
本
文
の
借
用
関
係
が
認
め
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
。『
三
五
記 

上
』
に
も
傍
線
部
に
類
す

る
本
文
は
見
ら
れ
る
が
、

 

（
10
）

『
愚
見
抄
』
ほ
ど
の
本
文
の
一
致
度
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
『
愚
秘
抄
』
当
該
部
分
は
『
愚
見
抄
』
の
影

響
下
に
あ
る
と
考
え
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。 

 

一
巻
本
・
二
巻
本
と
も
に
『
愚
見
抄
』
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
が
、
よ
り
本
文
が
近
い
の
は
二
巻
本
の
方
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、『
愚

（
一
巻
本
） 

理
世
体
、
撫
民
体
は
有
心
体
の
本
意
也
。
例
へ
ば
異
域
堯
舜
、

吾
朝
延
喜
天
暦
の
か
し
こ
き
跡
を
思
ふ
べ
し
。
是
は
万
人
の

頂
一
天
の
主
と
し
て
、
理
世
撫
民
の
志
浅
か
ら
ざ
り
し
御
事

也
。
有
心
体
と
云
も
歌
の
源
性
也
。
故
に
是
に
た
と
ふ
る
な

る
べ
し
。 

（
愚
見
抄
） 

理
世
撫
民
体
と
申
は
、
有
心
体
の
種
類
に
て
侍
り
。
異
朝
堯
舜
、
吾
国
延
喜
天
暦
の
か
し
こ
き
御
め
ぐ
み
に
な
ず
ら
ふ
る
姿
成
べ

し
。
こ
の
帝
は
一
国
の
尊
主
、
万
人
秀
頂
た
り
。
有
心
体
の
哥
は
、
和
歌
の
本
意
至
極
と
す
べ
き
体
也
。
か
る
が
ゆ
へ
に
な
ぞ
ら

へ
な
づ
く
る
成
べ
し
。
有
心
体
な
が
ら
も
理
世
撫
民
体
と
い
は
る
べ
き
さ
ま
也
。
是
哥
の
灌
頂
な
る
に
よ
り
て
く
は
し
く
は
の
せ

ず
。
又
か
き
の
せ
ん
と
す
る
に
、
更
に
其
詞
な
し
。
ま
な
び
ゆ
か
ば
み
づ
か
ら
さ
と
り
知
べ
き
に
こ
そ
。 

（
二
巻
本
） 

さ
て
、
理
世
撫
民
は
有
心
体
の
本
意
な
り
。
い
は
ゆ
る
理
世

撫
民
と
申
は
、
物
に
た
と
へ
ば
、
異
域
尭
舜
、
吾
朝
廷
喜
天

暦
の
か
し
こ
き
明
時
聖
代
の
ご
と
く
な
る
べ
し
。
此
両
帝
は

何
も
一
国
の
尊
主
、
万
民
の
秀
順
也
。
有
心
体
は
哥
の
本
意

至
極
と
す
べ
き
体
也
。
か
る
が
ゆ
へ
に
彼
理
世
撫
民
を
有
心

体
に
た
と
ふ
る
な
る
べ
し
。 
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見
抄
』
粉
本
説
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
二
巻
本
の
方
が
原
型
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
一
巻
本
の
本
文
は
そ
れ
を
変
形
・
簡
略
化
し
た
も

の
、
と
考
え
る
の
が
無
理
が
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

①
Ⅶ
物
哀
体 

（
愚
見
抄
） 

物
哀
体
、
こ
れ
は
こ
と
に
好
士
こ
と
に
お
も
は
へ
て
侍
べ
き
に
や
。
た
ゝ
の
こ
り
な
く
さ
こ
そ
と
し
づ
み
き
は
ま
れ
る
姿
に
て
侍
べ

し
。
す
べ
て
大
事
体
也
。
有
心
体
の
哥
の
中
に
ま
ゝ
あ
る
に
や
。 

あ
れ
わ
た
る
秋
の
庭
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
ま
し
て
き
え
な
ん
露
の
夕
暮 

し
め
を
き
て
い
ま
や
と
思
ふ
あ
き
山
の
よ
も
き
か
も
と
に
松
虫
の
な
く 

を
さ
ゝ
原
か
ぜ
ま
つ
露
の
消
や
ら
で
こ
の
一
ふ
し
と
お
も
ひ
を
く
か
な 

こ
れ
ら
に
て
侍
り
。
愚
老
も
、
い
か
に
し
て
か
か
や
う
に
よ
み
に
せ
ん
と
の
み
、
あ
け
く
れ
は
な
や
み
案
ず
れ
ど
も
、
更
に
か
な
ひ

が
た
し
。
亡
父
卿
の
桐
火
桶
の
哥
な
ど
の
給
し
は
、
か
ゝ
る
た
ぐ
ひ
に
ぞ
侍
け
ん
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
愚
秘
抄
』
は
、
十
八
体
の
一
と
し
て
物
哀
体
を
位
置
付
け
は
す
る
も
の
の
、
当
該
箇
所
に
対
応
す
る
記
述
は
一
巻

本
・
二
巻
本
と
も
に
認
め
ら
れ
な
い
。 

 
 
 
 

 

＊ 

 

以
上
、『
愚
見
抄
』
と
『
愚
秘
抄
』
の
歌
体
論
の
本
文
を
並
べ
て
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
書
き
連
ね
て
き
た
。
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
二

点
に
集
約
さ
れ
よ
う
。 

・
『
愚
見
抄
』
は
『
愚
秘
抄
』
の
本
文
生
成
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。
た
だ
し
、
『
三
五
記 

上
』
な
ど
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も
同
程
度
に
は
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。『
愚
秘
抄
』
本
文
が
『
愚
見
抄
』
と
全
く
の
同
文
で
あ
る
箇
所
は
必
ず
し
も
多

く
な
い
。
『
愚
秘
抄
』
に
と
っ
て
の
『
愚
見
抄
』
が
、
「
粉
本
」
・
「
核
」
と
い
う
ほ
ど
の
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
、
検
討
の
余
地
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

・
一
巻
本
よ
り
も
二
巻
本
の
本
文
の
方
が
、
『
愚
見
抄
』
『
三
五
記 

上
』
の
本
文
に
近
い
傾
向
に
あ
る
。

 

（
11
）

『
愚
秘
抄
』
本
文
形
成
に
両
書

が
直
接
的
に
参
照
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
二
巻
本
本
文
の
方
が
原
型
に
近
く
、
一
巻
本
本
文
は
そ
の
内
容
を
要
約
・
編
集
し
た
も
の
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
定
説
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
『
愚
見
抄
』
粉
本
説
と
一
巻
本
先
行
説
は
、
同
時
に
は
成
り
立
つ
の
は
困

難
で
あ
る
。 

 

五
、『
愚
見
抄
』
粉
本
説
と
一
巻
本
先
行
説
の
再
検
討
【
２
】
そ
の
他
の
箇
所
の
本
文
比
較
か
ら 

  

前
節
で
は
①
歌
体
論
部
分
の
本
文
比
較
か
ら
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
他
の
箇
所
か
ら
も
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
同

様
に
②
漢
詩
の
説
、
③
実
朝
評
、
④
清
輔
・
亡
父
卿
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
も
具
体
的
本
文
に
即
し
て
考
え
て
見
た
い
。 
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②
漢
詩
の
説 

 
 
（
一
巻
本
） 

さ
て
、
常
に
よ
き
詩
を
心
に
か
け
て
詠
吟
せ
よ
。
心
を
た
か

く
す
ま
す
事
、
詩
に
す
ぎ
た
る
事
な
し
。 

 
 

蘭
省
花
時
錦
帳
下
、
廬
山
雨
夜
草
庵
中 

此
詩
を
ぞ
、
先
人
常
に
高
吟
せ
ら
れ
し
。
又
、
詩
十
体
を
見

る
べ
き
也
。
凡
歌
十
体
も
そ
れ
を
模
し
て
え
ら
び
出
せ
る
に

や
。
具
平
親
王
の
草
集
せ
ら
れ
侍
る
十
体
殊
に
大
切
也
。
近

代
に
も
人
々
あ
ま
た
草
せ
ら
れ
て
侍
る
や
ら
ん
。
又
、
白
氏

文
集
の
中
に
大
要
の
巻
侍
り
。
そ
れ
を
披
見
す
べ
し
と
ぞ
承

り
お
き
し
。
以
言
、
「
花
時
不
居
家
」
と
云
ふ
題
に
て
作
り

（
愚
見
抄
） 

つ
ね
に
よ
き
詩
を
吟
じ
て
心
を
す
ま
す
べ
き
也
。
詩
は
心
を
た
か
く
す
ま
す
物
に
て
侍
か
ら
、 

蘭
省
花
時
錦
帳
下
、
廬
山
雨
夜
草
庵
中 

こ
の
詩
を
ぞ
、
亡
父
卿
は
詠
ぜ
ら
れ
し
。 

故
郷
有
母
秋
風
涙
、
旅
館
無
人
暮
雨
魂 

こ
れ
又
す
ぐ
れ
た
る
事
に
て
、
心
を
う
ご
か
す
た
ぐ
ひ
也
。
白
氏
文
集
に
大
要
の
巻
あ
り
。
常
に
披
見
せ
よ
と
ぞ
、
古
人
も
申
た

め
る
。 

（
二
巻
本
） 

「
つ
ね
に
い
み
じ
き
詩
を
心
に
か
け
て
吟
詠
せ
よ
、
詩
は
心

を
た
か
く
す
ま
す
物
な
り
」
と
な
ん
。 

 
 

蘭
省
花
時
綿
帳
下
、
廬
山
両
夜
草
庵
中 

此
詩
を
ぞ
、
先
人
は
つ
ね
に
高
吟
せ
ら
れ
し
。
又
、
詩
の
十

体
を
相
構
て
見
る
べ
き
也
。
凡
哥
の
十
体
も
詩
を
模
し
て
え

ら
び
出
せ
る
に
や
。
後
中
書
王
の
抄
集
せ
ら
れ
て
侍
る
十
体

を
ぞ
、
諸
儒
一
同
に
大
切
の
事
に
申
侍
る
め
り
。
金
吾
詩
十

体
も
誠
に
あ
り
が
た
く
見
え
侍
り
。
又
、
白
氏
文
集
な
ら
び

に
毛
詩
の
要
巻
、
常
に
披
見
し
て
、
や
が
て
其
六
義
の
指
南
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こ
の
箇
所
に
関
し
て
は
、
単
な
る
類
似
で
は
な
く
、
本
文
の
参
照
・
被
参
照
の
関
係
を
想
定
し
て
問
題
無
い
だ
ろ
う
。
冒
頭
箇
所
な
ど

は
二
巻
本
の
方
が
『
愚
見
抄
』
に
近
い
。
た
だ
し
、
二
重
傍
線
部
の
み
で
は
あ
る
が
、
一
巻
本
の
方
が
二
巻
本
よ
り
も
『
愚
見
抄
』
に
近

い
形
に
な
っ
て
お
り
、
注
意
さ
れ
る
。 

 

た
り
し
詩
、
殊
に
殊
勝
の
事
に
や
。
為
憲
が
「
暮
雨
魂
」
と
い

へ
る
詩
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
き
事
に
こ
そ
。 

 
門
賓
拾
謁
宜
期
夏
、
閨
婦
孤
夢
還
嫉
春 

 

故
郷
有
母
秋
風
涙
、
旅
館
無
人
暮
雨
魂 

こ
れ
ら
ぞ
、
詩
に
は
わ
づ
か
に
え
侍
る
。
ま
こ
と
に
あ
り
が
た

き
事
と
ぞ
見
え
侍
る
。
か
様
に
申
せ
ば
、
詩
を
さ
へ
し
れ
る
様

に
か
た
は
ら
い
た
く
侍
れ
ど
も
、
承
り
お
き
し
一
節
を
申
し
侍

る
也
。
或
人
の
詩
と
歌
と
を
堅
固
に
よ
せ
あ
は
す
ま
じ
き
様
に

申
し
た
る
、
そ
れ
は
僻
事
に
や
。
詩
を
模
し
て
よ
め
る
歌
と
心

得
べ
し
。
す
べ
て
不
可
相
違
也
。 

を
わ
き
ま
ふ
べ
き
に
や
。
代
々
撰
集
を
よ
く
見
、
か
く
し
て

撰
集
の
勝
劣
、
撰
者
の
甲
乙
、
作
者
等
の
堪
・
不
堪
、
心
を

と
ゞ
め
て
思
案
せ
よ
と
な
り
。
大
江
以
言
が
つ
く
れ
る
詩
、

「
花
時
家
不
居
」
と
云
題
に
て
、 

 
 

門
賓
拾
謁
宜
期
夏
、
閨
婦
孤
夢
還
妬
春 

 
 

故
郷
有
母
秋
風
涙
、
旅
館
無
人
暮
雨
魂 

こ
れ
ら
ぞ
、
詩
に
は
こ
ひ
ね
が
ふ
べ
き
た
ぐ
ひ
と
申
侍
る
べ

き
。
「
暮
雨
魂
」
の
詩
は
為
憲
が
作
也
。
此
二
首
は
、
初
詩

題
の
心
を
よ
く
と
り
よ
せ
て
、
風
情
の
優
美
な
ら
び
な
し
と

お
ぼ
ゆ
る
。
後
の
詩
は
、
其
心
詞
た
け
あ
り
て
、
し
か
も
め

づ
ら
か
也
。
は
る
か
に
ま
さ
れ
る
秀
逸
也
。
或
人
、
詩
と
哥

と
は
堅
固
あ
ら
ぬ
物
の
様
に
申
た
る
、
そ
れ
は
誠
に
僻
案
な

る
べ
し
。
凡
詩
と
申
は
、
か
ら
の
哥
と
申
に
や
。 
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③
実
朝
評 

 
 

（
一
巻
本
） 

此
頃
古
き
達
者
に
も
及
び
、
今
の
好
士
に
も
越
え
て
侍
る
や

ら
ん
、
鎌
倉
右
大
臣
公
の
詠
作
は
、
ま
こ
と
に
凡
慮
の
及
ぶ

べ
き
さ
か
ひ
に
も
あ
ら
ざ
る
か
と
、
ゆ
ゆ
し
く
ぞ
覚
え
侍

る
。
柿
本
、
山
辺
の
再
誕
と
は
是
を
や
申
す
べ
く
侍
ら
ん
。

（
愚
見
抄
） 

さ
て
、
鎌
倉
右
府
の
哥
ざ
ま
、
お
そ
ら
く
は
人
丸
・
赤
人
を
も
は
ぢ
が
た
く
、
当
世
不
相
応
の
達
者
と
ぞ
覚
侍
。 

も
の
ゝ
ふ
の
や
な
み
つ
く
ろ
ふ
こ
て
の
上
に
あ
ら
れ
玉
ち
る
な
す
の
し
の
原 

は
こ
ね
ぢ
を
わ
が
こ
え
く
れ
ば
い
づ
の
海
や
お
き
の
こ
し
ま
に
浪
の
よ
る
み
ゆ 

こ
れ
ら
は
わ
ざ
と
め
か
で
た
し
な
ま
ぬ
所
成
べ
し
。
万
葉
集
の
中
に
書
ま
じ
へ
た
り
と
も
、
よ
も
は
ば
か
ら
じ
。
彼
右
府
の
哥
勢

を
み
る
に
ぞ
、
道
も
物
う
く
心
も
屈
す
る
や
う
に
覚
侍
る
。
此
お
も
む
き
は
、
不
器
の
ま
へ
に
は
、
こ
と
に
恐
べ
き
さ
ま
也
。 

（
二
巻
本
） 

又
、
鎌
倉
右
府
ぞ
、
た
け
た
る
哥
人
と
覚
え
侍
る
。
古
人
の

詠
作
に
ま
じ
へ
た
り
共
、
す
べ
て
お
と
る
べ
か
ら
ず
。
こ
と

に
な
ら
び
な
き
事
と
ぞ
覚
え
侍
る
。
彼
詠
作
を
見
侍
る
時
ぞ

退
屈
の
心
も
い
で
き
て
物
う
く
侍
る
。
更
に
か
な
ふ
べ
く
も

侍
ら
ぬ
風
骨
な
り
。 

は
こ
ね
路
を
我
こ
え
く
れ
は
い
づ
の
海
や
奥
の
こ
し

ま
に
波
の
よ
る
み
ゆ 

篠
の
葉
に
あ
ら
れ
さ
や
き
て
み
山
辺
は
峯
の
木
が
ら

し
し
き
〳
〵
ふ
き
ぬ 

是
に
て
侍
り
。 
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こ
の
箇
所
に
関
し
て
は
、
引
用
歌
を
見
る
限
り
、
二
巻
本
の
方
が
『
愚
見
抄
』
本
文
に
近
い
と
言
え
よ
う
。

 

（
12
）

た
だ
し
、
明
か
な
借
用
関

係
と
ま
で
は
言
え
な
い
。 

 

猶
、
二
巻
本
の
「
退
屈
の
心
も
い
で
き
て
物
う
く
侍
る
」
と
い
う
本
文
は
『
愚
見
抄
』
の
「
道
も
物
う
く
心
も
屈
す
る
」
に
対
応
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
ま
ま
の
引
用
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
こ
の
記
述
に
は
『
愚
見
抄
』
を
参
照
し
て
い
る
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。 

 

④
清
輔
・
亡
父
卿 

           

こ
の
箇
所
に
関
し
て
は
、
明
確
な
本
文
的
影
響
関
係
は
見
え
な
い
。
強
い
て
言
え
ば
二
巻
本
が
「
歌
ざ
ま
」
と
い
う
こ
の
箇
所
に
関
し

て
は
、
二
重
傍
線
部
の
語
彙
が
共
通
す
る
二
巻
本
の
方
が
『
愚
見
抄
』
本
文
に
近
い
と
は
言
え
る
。
た
だ
し
本
文
の
一
致
率
は
高
く
な
く
、

（
一
巻
本
） 

幽
玄
体
を
か
ね
て
有
心
体
を
学
ば
ん
人
は
、
清
輔
朝
臣
・
亡

父
卿
な
ど
の
詠
歌
に
よ
み
に
せ
ん
と
す
べ
し
。
そ
れ
は
よ
も

あ
し
か
ら
じ
と
ぞ
お
ぼ
え
侍
る
。 

（
愚
見
抄
） 

愚
意
ひ
そ
か
に
通
じ
て
、
哥
ざ
ま
の
無
上
と
み
え
て
、
し
か
も
本
に
ひ
か
る
べ
き
は
、
清
輔
・
亡
父
卿
の
哥
に
て
侍
べ
し
。
こ
れ

は
、
い
に
し
へ
を
か
ね
、
い
ま
の
世
に
も
か
な
ふ
べ
き
也
。
彼
人
々
の
哥
を
か
き
あ
つ
め
て
、
其
あ
ぢ
は
ひ
を
な
め
よ
。 

（
二
巻
本
） 

つ
ら
〳
〵
思
ふ
に
、
ま
な
ぶ
べ
き
人
の
哥
ざ
ま
は
、
清
輔
・

其
父
卿
な
ど
に
て
侍
る
べ
し
。
其
姿
昔
今
に
通
し
て
よ
ろ
し

き
体
な
り
。
幽
玄
を
さ
き
と
し
て
、
し
か
も
有
心
体
を
存
ぜ

り
。
是
に
よ
み
に
せ
ん
と
相
構
々
た
し
な
み
ま
な
ぶ
べ
し
。

そ
れ
は
よ
も
あ
し
か
ら
じ
と
覚
え
侍
る
。 
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明
確
な
影
響
関
係
は
指
摘
出
来
な
い
。 

 
 
 
 

 

＊ 

 
以
上
か
ら
も
前
節
で
想
定
し
た
二
点
は
追
認
で
き
そ
う
で
あ
る
。 

 

『
愚
秘
抄
』
生
成
に
『
愚
見
抄
』
が
全
く
無
関
係
と
い
う
こ
と
は
考
え
る
に
は
、
影
響
関
係
を
想
定
可
能
な
部
分
が
多
す
ぎ
る
。
そ
の

一
方
で
『
愚
見
抄
』
を
「
粉
本
」
と
す
る
に
は
、
本
文
の
一
致
度
が
低
す
ぎ
る
。
少
な
く
と
も
、
『
愚
秘
抄
』
原
撰
本
の
製
作
時
に
、
『
愚

見
抄
』
が
座
右
に
お
か
れ
て
い
た
、
と
い
う
可
能
性
は
低
そ
う
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
愚
秘
抄
』
は
『
愚
見
抄
』
よ
り
も
か
な
り
分
量
が

多
く
、
『
愚
見
抄
』
と
重
な
る
部
分
は
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
『
愚
見
抄
』
の
影
響
は
過
大
評
価
し
す
ぎ
で
は
あ
る
ま
い
か
。
『
三
五
記 

上
』

の
影
響
と
思
し
き
箇
所
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、『
愚
見
抄
』
は
じ
め
、『
三
五
記 

上
』『
桐
火
桶
』
な
ど
冷
泉
家
で
作
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
鵜
鷺
系
歌
学
書
を
よ
く
読
ん
だ
人
物
（
あ
る
い
は
集
団
）
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
、
と
み
る
の
が
難
が
無
さ
そ
う
で
あ
る
。

位
置
づ
け
と
し
て
は
、
「
重
要
な
参
考
資
料
の
ひ
と
つ
」
く
ら
い
の
も
の
だ
ろ
う
。 

 

問
題
は
一
巻
本
先
行
説
で
あ
る
。
一
巻
本
よ
り
も
二
巻
本
の
方
が
『
愚
見
抄
』
に
近
い
。
「
粉
本
」
と
ま
で
は
言
え
な
い
に
せ
よ
、
『
愚

見
抄
』
の
影
響
下
に
作
ら
れ
た
書
で
あ
る
な
ら
ば
、
二
巻
本
の
方
が
一
巻
本
に
先
行
す
る
も
の
と
考
え
た
く
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
②
波
線
部
の
よ
う
に
、
一
巻
本
の
方
が
『
愚
見
抄
』
に
近
い
本
文
を
有
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
両
者
の
先
後
関
係
は
確
定
困
難
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
一
見
し
て
分
か
る
通
り
、
両
者
の
本
文
異
同
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
一
巻
本
を
増
補
し
て
二
巻
本
が
成
っ
た
、
あ
る

い
は
二
巻
本
を
抄
出
し
て
一
巻
本
が
生
ま
れ
た
、
い
ず
れ
の
考
え
方
を
と
る
に
せ
よ
、
文
言
が
変
わ
り
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
本
文
は
完
全
に
別
文
で
あ
る
場
合
が
多
い
が
、
原
則
と
し
て
主
旨
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
を
ど
う
考
え
た
ら
良
い
か
。 

こ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
手
崎
政
男
氏
が
板
本
と
類
従
本
の
比
較
か
ら
出
し
た
、「
互
い
に
異
本
的
関
係
に
立
つ
の
で
は
な
く
し

て
、
原
本
的
関
係
に
あ
る
も
の
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
と
も
に
二
巻
本
に
属
す
る
板
本
と
類
従
本
と
の
関
係
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
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な
こ
と
が
言
え
る
か
は
別
途
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
原
撰
一
巻
本
と
原
撰
二
巻
本
に
つ
い
て
は
、
同
一
主
体
に
よ
っ
て
別

個
に
製
作
さ
れ
た
、
「
原
本
的
関
係
に
あ
る
も
の
」
、
つ
ま
り
同
一
テ
ク
ス
ト
の
異
本
関
係
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
互
い
に
別
個
に
撰
述

さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
と
考
え
る
の
が
、
現
象
を
無
理
な
く
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

（
13
）

 

 

以
上
が
、
本
稿
の
考
察
の
い
ち
お
う
の
結
論
で
あ
る
。
今
後
、
諸
本
整
理
の
進
展
に
よ
り
こ
の
結
論
に
つ
い
て
補
足
・
修
正
を
加
え
て

ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、
『
愚
秘
抄
』
諸
本
の
様
態
に
つ
い
て
明
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。 

 

〔
注
〕 

（
1
）
北
畠
親
房
『
古
今
集
序
註
』
に
、
鵜
鷺
の
書
に
関
わ
る
伝
承
が
見
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
二
条
家
サ
イ
ド
の
視
点

で
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
冷
泉
家
側
の
立
場
で
語
ら
れ
た
伝
承
も
『
古
今
和
歌
集
聞
書
〔
冷
泉
流
〕
』
に
見
え
る
（
拙
稿
「
冷

泉
流
を
標
榜
す
る
古
今
注―

『
古
今
和
歌
集
聞
書
〔
冷
泉
流
〕
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
中

世
古
今
和
歌
集
注
釈
の
世
界―

毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
を
ひ
も
と
く
』
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
）
、
「
（
翻
刻
）
『
古
今
和
歌
集
聞

書
〔
冷
泉
流
〕
』
」（
『
調
査
研
究
報
告
』
39
、
二
〇
一
九
）
参
照
）
。
こ
の
よ
う
な
伝
承
に
基
づ
き
、
諸
書
が
生
成
・
展
開
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。 

（
2
）『
愚
見
抄
』
諸
本
に
つ
い
て
は
、
國
米
秀
明
氏
「
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
愚
見
抄
』
に
つ
い
て
」（
『
中
世
文
芸
論
稿
』
11
、
一
九

八
八
）
、
吉
原
克
幸
氏
「
『
愚
見
抄
』
研
究―

そ
の
伝
本
と
龍
谷
大
学
蔵
本
の
研
究
」（
『
中
世
文
芸
論
稿
』
12
、
一
九
八
九
）
、
酒

井
茂
幸
氏
「
『
愚
見
抄
』
伝
本
考
」
（
『
禁
裏
本
と
和
歌
御
会
』
、
新
典
社
、
二
〇
一
四
）
参
照
。
『
桐
火
桶
』
諸
本
に
つ
い
て
は
、

佐
藤
恒
雄
氏
「
解
説
」（
徳
川
黎
明
会
叢
書
『
和
歌
編
四 

桐
火
桶
・
詠
歌
一
体
・
綺
語
抄
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
九
）
、
及
び

本
稿
所
掲
の
島
津
氏
論
文
参
照
。 
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（
3
）
鵜
鷺
系
歌
学
書
に
関
す
る
未
解
明
の
問
題
は
多
い
が
、
本
稿
で
は
煩
瑣
を
避
け
て
『
愚
秘
抄
』
の
諸
本
に
関
す
る
問
題
の
み
を
扱

う
。 

（
4
）
本
稿
で
言
及
す
る
諸
論
の
ほ
か
、
石
田
吉
貞
氏
『
藤
原
定
家
の
研
究
』（
文
雅
堂
、
一
九
五
七
）
、
佐
佐
木
忠
慧
氏
『
中
世
歌
論
と

そ
の
周
辺
』
（
お
う
ふ
う
、
一
九
八
四
）
な
ど
。 

（
5
）
手
崎
氏
の
掲
げ
た
番
号
で
い
う
と
こ
ろ
の
、
④
⑥
⑧
⑪
⑲
㉒
あ
た
り
は
、
影
響
関
係
に
あ
る
可
能
性
が
高
そ
う
で
あ
る
。 

（
6
）
ま
だ
十
分
な
調
査
を
実
施
し
た
訳
で
は
な
い
が
、
一
定
の
調
査
を
行
っ
た
限
り
で
は
、
や
は
り
三
輪
氏
の
四
分
類
は
、
分
類
基
準

と
し
て
あ
る
程
度
は
有
効
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
こ
の
四
分
類
を
補
助
線
と
し
て
活
用
し
、
諸
本
の
整
理
を
行
い
た
い
。 

（
7
）
場
合
に
よ
っ
て
は
先
に
出
し
た
結
論
が
覆
る
と
い
う
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
そ
の
都
度
修
正
す
る
こ
と
で
、
研
究
を
進

展
し
得
る
も
の
と
考
え
る
。 

（
8
）
勿
論
、
「
一
巻
本
／
二
巻
本
」
と
い
う
分
類
基
準
の
適
切
さ
を
別
途
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
確
認
の
し
や
す
い
テ
キ
ス

ト
を
み
る
限
り
で
も
、
一
巻
本
に
属
す
る
歌
学
大
系
本
と
二
巻
本
に
属
す
る
と
さ
れ
る
冷
泉
家
本
・
群
書
類
従
本
・
版
本
に
本
文

異
同
の
著
し
い
こ
と
は
間
違
い
な
い 

（
9
）『
愚
見
抄
』
の
伝
本
の
中
に
は
、
引
用
部
「
行
雲
廻
雪
体
・
理
世
撫
民
体
」
を
「
行
雲
体
・
廻
雪
体
・
理
世
体
・
撫
民
体
」（
歌
学

大
系
本
な
ど
）
を
す
る
も
の
も
あ
る
。 

（
10
）
『
三
五
記 

上
』
の
該
当
部
本
文
は
以
下
の
通
り
、 

理
世
・
撫
民
の
至
極
体
は
、
大
旨
は
有
心
体
の
中
の
本
姿
な
り
。
同
じ
有
心
体
と
申
し
な
が
ら
ま
こ
と
し
く
あ
り
の
ま
ゝ
に
、

げ
に
さ
る
こ
と
と
覚
ゆ
る
や
う
に
、
心
を
深
く
よ
み
す
ゑ
た
ら
む
類
を
、
理
世
・
撫
民
等
の
体
と
す
べ
し
。
ま
こ
と
し
か
ら

ぬ
事
を
と
様
か
う
様
に
心
深
き
様
に
読
み
た
り
と
も
、
そ
れ
を
ば
有
心
体
に
接
し
て
、
理
世
等
の
歌
と
は
申
す
べ
か
ら
ず
。
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有
心
体
に
も
あ
ま
た
の
品
侍
る
べ
し
。
例
へ
ば
異
域
の
堯
舜
、
当
朝
の
延
喜
天
暦
な
ど
を
無
比
の
賢
王
と
申
す
が
如
く
、
歌

の
体
に
も
、
理
世
・
撫
民
の
体
を
も
て
無
上
の
至
極
と
す
べ
し
。 

（
11
）
第
二
節
で
言
及
し
た
手
崎
氏
論
は
、
二
巻
本
で
あ
る
群
書
類
従
本
と
『
愚
見
抄
』
と
の
本
文
比
較
を
行
っ
て
い
る
が
、
田
中
氏
が

提
示
し
た
箇
所
以
外
に
も
類
似
の
箇
所
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
点
か
ら
み
て
も
、
二
巻
本
の
方
が
『
愚
見
抄
』
に
近
い
の
は

明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

（
12
）
冷
泉
家
本
と
同
系
統
で
あ
る
群
書
類
従
本
に
は
「
は
こ
ね
路
を
」
歌
と
「
篠
の
葉
に
」
歌
の
間
に
、『
愚
見
抄
』
に
引
か
れ
る
「
武

士
の
」
歌
が
存
す
る
。 

（
13
）
こ
れ
は
あ
く
ま
で
原
撰
段
階
に
お
け
る
想
定
で
あ
り
、
現
存
諸
本
の
本
文
が
、
そ
の
後
の
本
文
発
展
段
階
に
お
け
る
付
加
を
有
す

る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
れ
は
別
途
検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
で
は
言
及
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
が
、
諸

氏
の
論
で
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
、
諸
本
に
お
け
る
基
俊
と
俊
頼
の
扱
い
の
差
異
は
、
諸
本
生
成
の
過
程
を
考
え
る
上
で
重
要
な
問

題
で
あ
る
。
こ
れ
も
別
途
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

【
付
記
】
本
文
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
一
部
表
記
を
改
め
た
場
合
が
あ
る
。
ま
た
小
字
は
〈 

〉
で
示
し
た
。
猶
、
本
稿
はJ

S
P
S

科
研
費

J
P
1
8
K
1
2
3
0
5

の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
を
含
む
も
の
で
あ
る
。 
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The problems in the study of the variant texts of Guhisho. 

TATENO Fumiaki 

Among the group of waka-poetics called "Usagi-series" (Gukensho, 

Sangoki, Guhisho, Kirihioke), the book that remains the most important 

subject to be examined is Guhisho.  As for the problems of the books, there 

is a common phylogenetic classification, but there are various problems.  

In this paper, we first introduced the previous researches on the the variant 

texts of Guhisho, and examined the current problems of the studies of 

Guhisho.  As a result, it was clarified that the phylogenetic classification 

that is generally performed now is recognized as a common theory without 

sufficient verification.  The work required hereafter will be to re-arrange 

the variant texts of Guhisho and re-examine the validity of the 

conventional theory. 

Next, as the first step of the verification, we revalidated the details of 

the theory that Guhisho is basede on Gukensho and that Ikkanbon had 

been established earlier rhan Nikanbon, which has become the general 

theory of the current Guhisho research without verification.  As a result, 

it was shown that Gukensho should be considered as "one of the important 

reference materials" rather than "basis".  In addition, it has been assumed 

that original-Ikkanbon and original-Nikanbon are Separately produced 

books by the same subject. 

 


